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忍路土場遺跡・忍路5遺跡
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実測図の縮小は，土器が3分の1．石器は，接合資料，石鑛，石

槍，石錐喫形石器、 削・掻器,R･F, U･F,石製品，石核が2

分の1．石斧，たたき石が3分の1．石皿が4分の1である。木製

品等は，木製品，板材，弓状枝，縦割材が2分の1，杭状材が10分

の1である。

土器拓本図の縮小は3分の1である。

図中のスクリーントーン（ドット）表示は，本文中に特に記述が

ない限り， アスファルトの付着している部分を示す。
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刃忍路5遺跡

路5遺跡
刃
心Ⅲ

1 はじめに

忍路5遺跡は第I章でも触れたとおり， 当初は段丘面上の遺跡として捉えられていた。 しかし，先

行する忍路土場遺跡の調査が進むにつれ，本遺跡の低湿地部分にも包蔵地が広がっている可能性が強

まり，発掘調査に先だづて低湿地部分に試掘トレンチを掘開した。その結果，忍路土場遺跡ほどの規模

ではないが，黒色腐植泥と思われる層の存在が確認され，加工痕のある木も出土したため，急拠発掘

調査範囲に含まれることとなった。このため， 当初計画していた日程・人員で調査を実施することは

不可能となった。

広域農道事業は，三年間にわたる忍路土場遺跡発掘調査のため既に大幅に遅れており， なんとして

も十月中に調査を終えて欲しいとの強い原因者側の要望を受けた道教委は，調査体制の増強をはかる

べく ，文化課の文化財保護主事を調査員として現場に派遣させることとした。 また，調査中に各所で

壁面の崩落がみられ，土嚢を積み上げながら掘り進める状態となった。殊に82区北側部分では， かな

りの量の土砂が崩れたため，調査の続行は無理との判断が下され， 82区北側（図Ⅲ－3でコンターが

しるされていない部分）は，基層までの調査を終えないまま工事側に引き渡さざるを得なかった。

なお，木製品類などに出土地点不明の遺物があるが， これは， 台風による冠水で浮き流されてしま

ったもので，土器・石器類にもグリッド・レベルなどを計測し得なかったものがある。

2 地 形

立地・環境その他の概要については，既に第Ⅱ章で述べられているので， ここでは今回の調査区に

かかる詳細についてのみ記す。

本遺跡は，藺島川と種吉沢川との合流点下手，丁度，海岸砂丘の後背湿地への変換点に所在する(図

Ⅲ－1）。従って，忍路土場遺跡以上に河川の影響を強く受けている。調査区内にも大きく二つの湾曲

部（図Ⅲ－2 ． 3） 力：みられるが， いずれも藺島川の蛇行の痕跡である。 また，調査区東側には北流

して藺島川に注ぐ無名沢があり，地形と土層を更に複雑なものにしている。忍路土場遺跡に比して，

砂礫層が多く黒色腐植泥の堆積が悪いのは,こうした河川の度重なる流路変更や氾濫の結果であろう。

本遺跡の主体部は，無名沢の右岸，市道土場通り線を挾んだ緩斜面にあると思われる。西流する蘭

島川を正面北に， ストーンサークルのある地鎮山を東側背後にした位置関係は，種吉沢川と忍路環状

列石（三笠山ストーンサークル）に対する忍路土場遺跡のそれと同様である。

標高は,忍路土場遺跡の生活面が14m前後であるのに対し,本遺跡の遺構確認面は9.5m前後である。

3 発掘区の設定

発掘区は，計画道路のセンターラインを基線とし, 4,900m地点をX=5,Y=2とし，

向を東側とし, Y軸の正方向を北側とする座標を設定した（図Ⅲ－4)｡

グリッドは(X, Y)で表示する10m×10mの大グリッドを基本とし，各々の大グリッ

1m×1mの小グリッド(x, y)に分割した。各グリッドの表示は，大グリッドの場合

10.1区などとし，小グリッドを指す場合には, 00-99区, 12-50区, 10･1-05区などとした

の遺物の出土地点計測は，小グリッド内においてCnl単位で実施し，一覧表などでは(x

示している。

なお, X軸の方位は, N-46｡20'Eである。

X軸の正方

ドを100個の

00区, 51区，

。また，個々

', y')で表
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虹忍路5遺跡

4 層 序

土層観察用のベルトはX軸方向に3本, Y軸方向に4本設定した （図Ⅲ－5～8)。

基本層序は以下のとおりである。

I層 表土（耕作土・盛土)。層厚10～95cm･黒褐色を呈す。

Ⅱ層 黒色腐植土(忍路土場遺跡のⅡa層上部に対比する遺物包含層)。層厚l～20cm･黒色～暗褐

色を呈す。段丘状の部分においては，耕作による撹乱と流失によって， 11.1区の一部を除いて

完全に失われている。段丘斜面には流れ込みによって比較的厚く堆積しているが，近・現代の

遺物も含まれている。低湿地部分では， Ⅲ層の上部に位置する黒色～暗褐色土を指すが，大半

は流れ込みによる二次堆積である。

al層 赤褐色砂層。層厚1～30cm｡a層は,X9ラインを南から北へ流れる無名沢の運搬堆積物と

考えている。

a2層 赤褐色砂礫層。層厚1～30cm。

b層 乳白色細砂層。層厚1～30cm。Ⅲ層の砂よりも細かいシルト質。分布は82-00区から92-50区

周辺である。 a層同様に無名沢の運搬堆積物と思われる力§，前後関係は不明である。

a層及びb層の堆積時期は，続縄文時代半ば以降である。

Ⅲ層 灰色砂層。層厚10～100cm･部分的に赤褐色を呈す｡比較的新しい時期に蘭島川がもたらした

運搬堆積物と考えている。基本的には無遺物層であるが，陶磁器片・加工木などが混入してい

る。

Ⅲ'層 Ⅳ層土の薄い帯を含むⅢ層。

Ⅳ層 黒色腐植土(忍路土場遺跡のⅡa層下部に相当する遺物包含層)。層厚1～50cm･黒色～暗褐

色を呈す。91区～11'1区の標高9m以上の地点に良好にみられる。なお， この地点ではa層を

境にⅡ層と区分した力ざ，河川堆積物の入らない段丘上では忍路土場遺跡A地区･B地区と同様

に区分できない。なお，二つの湾曲部（以下，西湾・東湾と呼ぶ）においては， Ⅲ層中にみら

れる黒色～暗褐色土を指すが，二次堆積であり，近・現代の遺物の混入がみられる。

Ⅳ'層 漆黒色土。 10．1区の段丘縁辺部にみられる。Ⅳ層及びⅢ層との境は分明ではなく ,漸移的に移

行する。常に水付き状態にあった部分と考えられる。

V層 砂礫層。層厚1～160cm・藺島川の運搬堆積物と考えている。珪岩の転石を多く含む。この石

は，石器の原材としても使用されている。本来の遺物包含層ではない力罰，土砂と共に移動し，

そのために多くは摩耗した遺物が，かなりの量挾在する。遺物の時期は，縄文時代中期から擦

文時代までであり，Ⅶ層の一部からⅡ層までの包含層を撹乱していることがわかる。

Ⅵ層 遺物包含層。層厚l～25Cm｡ V･Ⅷ層中にみられる黒色～暗褐色土を指す。なお, V層中に

みられる黒色土は, 91区～11･1区の標高9m以上の段丘面にみられるⅣ層土(黒色腐植土)の，

流れ込みによる二次堆積である。 また，Ⅶ層中にみられる黒色土は， より古い時期に形成され

た黒色腐植泥層の可能性もあるが，現時点では判然としない。

Ⅵ'層 Ⅶa層の砂を含むⅥ層。

Ⅶa層青灰色砂層。層厚1～100cm以上。標高8m以下の低地に存在する。殊に72区, 82区の深み

に顕著にみられる。残念ながら前述した崩落事故のために基盤層まで調査する事ができず，全

容は不明である。縄文時代後期以前の遺物を含んでいる。

Ⅷa'層Ⅵ層土の薄い帯を含むⅦa層。

Ⅷb層青灰色砂礫層。層厚1～50cm以上。Ⅷa層同様に全体は把握できていない。遺物を含む。

~戸

○



Ⅵ層土の薄い帯を含むⅦb層。

基盤層。黄褐色を呈す。

漸移層。暗黄褐色を呈す。

漸移層。暗黄褐色を呈し，角礫を多く含む。

Ⅷb'層

VⅢ層

VⅢ'層

VⅢ''層

本遺跡では，低湿地部分において忍路土場遺跡のような安定した生活面は捉えられていない力§，両

者の堆積状況や遺物の在り方から推察すると，本遺跡でⅦa層としたものが，忍路土場遺跡のⅣ層に

相当すると考えられる。忍路土場遺跡では， これ以降の段階でかなり安定した状況が生まれた訳であ

るが，本遺跡の場合には， その後に藺島川の流路変更や氾濫の影響を大きく受けたために，生活面が

形成され得なかったか， あるいは一時的に形成されたとしても， その後の河川の影響によって押し流

されてしまっている。 また，Ⅷa層自体も段丘縁辺の澱み部分や， 72区,82区の標高7m以下の範囲

にしか残されていない。

今回の調査区において生活面として捉え得たのは，わずかに10･1区, 11･1区の標高9m以上の地点

に残されたⅣ層中の遺構面だけである。
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5 遺 構

今回の調査で確認した遺構は，小ピット3基である。 また， 11．1区Ⅳ層中に剥片の集中出土がみら

れたので，併せて記載する。

(1) 小ピット （図Ⅲ－9）

ピット1 大きさは，確認面27×20cm･擴底面14×9cm･深さ17cm。半ば水付きの状態で確認した。

ピット2 大きさは，確認面32×28cm･擴底面20×1Ocm･深さ14cm・掘開と同時に湧水がみられる。

ピット3 大きさは，確認面54×52cm・墳底面47×39cm・深さ9cm・墳底付近で湧水がみられた。

これら3つのピットの覆土は， いずれも確認面から擴底面間でほぼ一様にVⅢ'層土を斑状に含むⅣ

層土である｡掘り込み面はⅣ層中にあり，埋め戻されていた可能性力罰強い。ピット内からの遺物の出土

はない。

なお,図皿-25(図番70)の石製品は,ピット3から2m足らずの地点から出土しており， レベルも同

一で， 同時期の遺物と思われる。

これらピット周辺のⅣ層土中からは，縄文時代晩期及び続縄文時代恵山期の遺物が出土しており，

ピット自体もいずれの時期の所産であるかは判然としない。

(2) 剥片集中地点（図Ⅲ-10）

11.1-57区を中心に，黒曜石の剥片が集中して出土している。この部分は，Ⅳ層が比較的厚く堆積し

ており， その上半部に剥片がみられた。出土点数と重量は図10に示したとおりで， 11.1-57区の出土量

が際立っている。これは，元来この地点にあったもの力:，周辺に流れて散在したことを示唆している

ものと考えられる。接合の結果，原石は図11に示した二個体が中心で，他の原石の剥片が若干ある。

図示した二個体の接合資料は， いずれも相当数の剥片ｶｺ抜けている。従って， 目的剥片を得た後に廃

棄された剥片類と考えられる。

-P' ･ '一'3

土層注記

l ：燈褐色のローム粒（Ⅷ層）

を若干含む黒色土（Ⅳ層）
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6 遣 物

遺物は，各層にわたって総計5,559点が出土している。 しかし第4節（層序）で述べたように，今回

の調査区は河川の氾濫などの影響を強く受けており，各層出土の遺物が必ずしもその層順どおりのタ

イムスケール足り得るとは限らない。その中にあって, 10･1区, 11･1区のⅣ層は比較的安定した様相

を呈しており，かつ小ピットや剥片の集中など力罰みられる点に，生活面の存在ｶﾐ強〈窺われる。また，

72区， 82区のⅦa層については，土器に摩耗がさほどみられない点や出土状態などから，比較的安定

した時期が存在したものと思われる。

遺物の最も多かったのはV層であるが， この層自体が河川の運搬堆積物であり，土器をみると縄文

時代中期から擦文時代までの遺物が入り混っている。

表Ⅲ－2出上土器(繩文||ｷ代後!Ul)ﾉiW･グリッド別一儲 表Ⅲ 3出土上器(繩文||#代晩10|)燗･ｸﾘｯﾄ別-儲表、 1 出上土器(繩文I1f代' | '期)層・グ~リッドルI一覧
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虹忍路5遺跡

(1) 土器

前頁の表に示すとおり， 出土遺物のおよそ二分の一は土器であり，量的に中心となるのは縄文時代

後期から晩期のものである。

I層出土の土器（図Ⅲ－12， 1～12）

523点が出土している。興味深いのは段丘面上に位置する51区で，ここは耕作によって包含層が失わ

れているため，遺物は全てI層からの出土であるが,全点が縄文時代晩期のものである。このことは，

本来この地点にも10･1区, 11･1区のⅣ層に相当する包含層が存在していたことを示唆するものであろ

う。

拓本1は後期初頭余市式相当のものである｡地文はLR縦位回転の斜縄文で,地文施文後に付された

二本の貼付帯と垂下する貼付帯上にも， 同一原体とみられる縄文の押圧がある。 2は口縁部で後期中

葉手稲式以降のものである。摩耗力訂顕著であるが，器面は丁寧に磨かれていたであろう。 3は底部破

片で，横位の磨き痕力訂みられる。摩耗が著しい力:後期中葉のものか。 4は手稲式あるいは鰄澗式土器

の突起である。やや内傾する口唇上に大きな渦巻状の突起が貼り付く。 5 ． 6は鯏澗式土器の口縁部

で， 6は肥厚した口唇を有し，横走する二条の沈線と刻目列力ざある。 7はLR斜縄文を地文とし，肩部

に横走沈線が廻るもの， 8は口唇上に押圧を加え波状にしたもので， 内側から外側への突瘤文力施さ

れる。いずれも後期後葉のものである。 9～11は口縁部の破片で，二段の爪形文がみられる。晩期初

頭の上ノ国式に相当するものである。 12は縦位の細かな縄文がみられる胴下部片で，続縄文時代の後

北C式土器である。

Ⅱ層出土の土器（図Ⅲ－12， 13～20）

340点が出土している。時期別には，縄文時代晩期力罰211点とほぼ三分の二を占めている。

拓本13．14は口唇直下に横走する貼付帯をもち， 14は外から内への突瘤文力施される。余市式併行

のものであろうか。 15は肩部の破片で，一条の沈線によって無文帯と文様帯とが画されるもので，沈

線下には刻目列がある。後期中葉の糀澗式であろう。 16． 17は爪形文力施されるもので， 17の口唇直

下には突起が付されている。晩期初頭の上ノ国式併行のものであろうか。 18は口縁部近くの破片で，

刺突文がみられる。摩耗力罰著し〈判然としないが，晩期のものであろうか。 19は口縁部片で，三条の

沈線を廻らせ，小突起をもつ。大洞式併行のものであろうか。 20は上げ底状を呈する底部片で，晩期

のものと思われる。

Ⅳ層出土の土器（図Ⅲ－12, 21～52)

499点が出土している。 10．1区, 11･1区の段丘面に縄文時代晩期，続縄文時代恵山期の土器が集中す

ることは既に述べたが，他の時期のものもその段丘面に近い部分に多くみられる。

拓本21～23は中期後葉に相当するもの。 21は肩部片で，斜縄文を地文に一条の沈線がみられる。 22

は口縁部片で,羽状縄文が施されている。23は頚部片で,斜縄文が施されている。24.25は後期前葉の土

器である。24は薄手で細い平行沈線が施される。25にはカギの手状の沈線が施されている。26～33は鯲

澗式土器である。 26．27は磨消縄文で， 27の沈線下には刻目列がみられる。 28以降は鯲澗式の中でも

比較的新しいタイプ．のものである。 34は口唇に押圧を加えて小波状にしたもので，後期後葉の土器で

あろうか。 35～39は， いずれも口縁部に一・二段の爪形文あるいは円形刺突文が配されるもので，晩

期の上ノ国式に相当する40．41は大洞式に相当する口縁部片と肩部片である。 42．43はいずれも上げ

底状を呈する底部片で，晩期のものと思われる。44.45は沈線と刺突文をもつ口縁近くの破片， 46～48

は口縁部片で， いずれも続縄文時代の恵山式に相当するものである。 また， 49の底部片も同じく恵山

期のものと思われる。なお，遺構の項で述べたように， これらの土器は小ピット周辺の10･1区, 11･1

7Q
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区から出土している。 50～52は続縄文時代の後北C式土器である。

V層出土の土器（図Ⅲ－13, 53～220, 図Ⅲ－17, 1)

1,352点が出土している。地区的には62区, 72区に集中しており，本来Ⅳ層中にあったものが動かさ

れて溜った様子を示している。

拓本53～60は縄文時代中期のもので, 53～56は天神山式に相当する。 57は， 口唇から垂下する貼付

帯を基準に縄線文が付され，貼付帯上には刺突文力罰施されている。円筒上層式に相当するものであろ

うか。 61～66は縄文時代後期の余市式併行のものである。 61は羽状縄文を地文とし， 口唇に貼付帯を

廻らせたもので， その上に刺突が施されている。 67～69はいずれも後期の土器かと思われるが，判然

とはしない。なお， 68の胎土には海綿骨針が含まれているのが目につ<｡ 70･71はいずれも口縁近く

の破片で，大津式に相当するものであろう。 72は胴上部片で， カギの手状の沈線力罰三条みられる。ウ

サクマイC式相当であろうか。 73～76は船泊上層式相当の土器である。 77～86は後期中葉の手稲式土

器， 87～139は鮠澗式土器で, 112以降は比較的新しいタイプ．のものである。

後期中葉（手稲式から鰔澗式）の土器には，①沈線と刻目列の組み合わせ，②磨消縄文のもの，③

横走沈線と円弧文の組み合わせ，④口唇に押圧が加えられその下を沈線が廻るもの，⑤羽状縄文と④

の文様の組み合わせ，⑥縄文だけのものなどがある。なお，①の沈線と刻目列の組み合わせのものは，

口唇の断面力訂切り出しナイフ状を呈するものが多い｡140～142は注口をもつ鯲澗式土器である｡143～158

は手稲式もしくは糀澗式土器である。 159～162は後期末葉の堂林式に相当する。 163～206は縄文時代

晩期の土器である。後期末葉から晩期前葉にかけての土器は，①突瘤文，②波状口縁，③爪形文，④

列点文，⑤円形刺突文，⑥横走沈線文などの文様構成のもの力雷ある。 163～199は上ノ国式, 200～207

は大洞A式に相当する。 208～219,実測図lは続縄文時代の土器である。 208は，貼付帯を基準に左右

に沈線を配すもので，地文には細かい縄文が施されており，続縄文時代初頭の大狩部式土器に相当す

るものと思われる。実測図1は恵山式土器の口縁近くから同上半部で，Ⅳ層の遺構周辺から出土した

ものと同時期のものである。 209は後北A式， 210～217は同C式土器である。 215･216は，帯状縄文で

文様を描き，微隆起線で縁取りし，三角形の刺突文をその間に配するものである。なお， 218．219は

縦走する帯状縄文をもち，上げ底を呈する底部で，恵山式もしくは後北式のものであろう。220は外面

は斜め方向， 内面は横方向にナデ整形されたもので，土師器の杯の底部から立ち上力ぎり部分の破片と

思われる。221は擦文土器の胴部片で内面に縦方向のハケ目がみえる。土師器・擦文土器は，本層から

はいずれも1点のみの出土である。

Ⅵ層出土の土器（図Ⅲ-16, 222～236）

35点の出土である。出土地点は52区から82区の間に限られている。拓本222.223は縄文時代中期の

もので， 222は天神山式併行のものである。 224～227は後期の土器で， 224は手稲式， 225～227は餓澗

式である。 228.229は晩期のもので， 228は初頭のもの， 229は大洞C2～A式相当である。230は続縄文

時代恵山期のものである。

Ⅶa層出土の土器（図Ⅲ-16, 231～233, 図Ⅲ 17, 2)

5点が出土している。出土地点は72区， 82区である。実測図2は， 72-96区から倒立した状態で出

土した円筒土器上層式d併行のもので，さほど摩耗は受けていない。拓本231は縄文時代中期の天神山

式， 232．233は鰔澗式土器である。

Ⅷb層出土の土器（図Ⅲ-16, 234～236）

62区から2点， 82区から1点の計3点が出土している。 234は手稲式， 235は雛澗式土器で， 236はそ

のいずれか判然としないものである。
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(2) 石器等

今回の調査で得た石器等は2,243点で，器種･出土層位別の内訳は下表のとおりであり， Ⅲ層からの

出土はない。

表Ⅲ－8 出土工具層グリッド別一覧 表刃 9 出土生活用具層ク．リッド別一覧表XI 7 出土猟具層グリ ･ソド別一礎
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表虹－11 出土石器等集計表

用途 器種別 I層|Ⅱ層Ⅳ層 V層Ⅵ層Ⅷ層Ⅷ層計
石鎌 20 1 5 11 37

石槍 1 1 3 5
猟具

石錘 O
小計 21 1 6 14 0 0 0 42

石錐 4 1 5

快入石器 0
模形石器 1 1 2

石斧 1 2 9 12
工具

砥石 O

すり石類 O
小計 5 1 3 10 0 0 0 19

削・掻器 10 1 5 20 36
R･F 10 5 1 16 1 33
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禰用具だ霞石 ョ ‘ & ‘ ！ ‘！
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台の他學駕難7M '61 』乳瀧 」; ' ''W
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表XI lO 出土祭飾用具、 その他層、 グリッド別一監
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虹忍路5遺跡

猟具

42点の出土であるが，石錘はない。忍路土場遺跡でも石錘は3点しか出土しておらず， 「忍路｣とい

う地域であることを考えると，少ない気がする。

石鑛は37点，内17点がⅡ層以下からの出土である。この内8点力罫，明らかに製作後に摩耗しており，

河川の影響で動かされたことを物語っている。形態としては， 23点力罰有柄鑛で，無柄2点，菱形3点，

柳葉形2点，未製品・破損品等不明7点である。有柄鍍の内平基は9点， 凸基力丁14点で， 凹基は出土

していない。なお，忍路土場遺跡と同様に， 習作ともいえる剥離の浅い例，及び剥離が届かずに腹背

面に凸状部を残した例がみられる。

石槍は5点の出土で， 内2点は未製品である。 また，摩耗したものも2点ある。図番21は，基部に

調整を加えず原石面をそのまま残して凹基としたもので，両面には丁寧な剥離が施されている。図番

22は菱形， 同23は有柄で， いずれも凸状部を残している。なお， 23は側縁部に未調整の原石面を残し

ており，未製破損品の可能性がある。

表Ⅲ－12石鑑一覧
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表Ⅲ－13石槍一覧
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図Ⅲ－18石鑑・石槍

工具

計19点の出土である。忍路土場遺跡に比して器種が少なく ，挟入石器･砥石・すり石を欠いている。

石錐は5点出土しているが， 内4点がI層出土である。いずれも基部をもつもので，棒状のものはな

い。図番26は，背面が両側縁からの調整剥離で，腹面は一側縁側からしか調整されていない。刃部に

は使用痕と思われるつぶれがみられる。図番27は，基部にも丁寧な調整を加えハート形に作出してい

るが，使用された痕跡はみられない。

喫形石器は2点のみの出土である。図番28は四辺を使用されたものと思われるが，一辺を欠いてい

る。残った三辺には， いずれもつぶれが顕著にみられる。

石斧は12点出土している。忍路土場遺跡の石斧は大半が泥岩製で，すり切りによって製作されてい

る力烹，本遺跡の場合，点数が圧倒的に少ないにもかかわらず石材・製作技法ともに多彩である。製作

技法としては，剥離調整の後，腹背面を磨いているものが6点と多く ，すり切りと全面磨きによるも

のは1点に過ぎない。
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表Ⅲ－14石錐一覧

備 考No l"|
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表Ⅲ－15模形石器
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表Ⅲ－16石斧一覧

砺瀦順血〕 一侭考
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生活用具

石器総点数の約65％，石器総点数の約65％， 113点が含まれる。このうち74点が，切る･削るなどを目的としたもので， 21

点ｶｺ， たたく ・つぶす等を目的とした道具， 18点がこれらの作業をする際の台となるべきものである。

削・掻器は35点の出土である。その内つまみ付きのものは未製品を含めて11点あり，切り出し状の

ものが，つまみ付きとのダブリを含めて11点ある。図番38は，三辺に刃部をもつものであるが，図の

右側縁の刃部にはつぶれが，左側縁の刃部には脂染みと思われる曇りがみられる。図番39は，つまみ

の挟り部分に紐を結んだ痕跡としてアスファルトが付着している。図番45は，図の左上部分の刃部両

側に，ベニガラと思われる赤色顔料が付着しており， 38同様の曇り力：みられる。なお， 45は図の右上

端をわずかに欠いており，図番52のように， この部分につまみが付いていた可能性もある。

R･Fは34点出土した。大半は一側縁に二次加工を施したものであるが，両側縁あるいは先端に刃

部をもつものもある。図番55は，削・掻器の破損品を再利用したものと思われる。図番56は，切り出

し状の削・掻器とも考えられるが， 刃部加工が粗く ，他の部分にも何等の調整がみられないこともあ

り, R･Fに含めた。

U･Fは5点ある。肉眼での判別であり，細かな使用痕をもつものについては抽出しきれてはいな

い。 また，摩耗した剥片の中にも，側縁部に刃こぼれ状の剥離がみられるものは相当数あるが，傷と

使用痕との区別がつきにくいために全て除外した。

たたき石は，敲打痕の不明瞭なものも含めて21点出土している力§，素材は全て安山岩である。腹背

面を使用しているもの力:11点，側縁使用が4点(うち1点は一面も使用)，端部使用が7点である。素

材の形と使用面とには密接な関係力叡あり，偏平礫・長楕円礫は腹背面を，楕円礫は端部もしくは側縁

部を， 円礫は端部もしくは腹背面となっている。なお， トチむき石状に使い込まれた例はない。

24



虹忍路5遺跡

石皿は7点出土しており，石材は全て安山岩である。偏平な礫を使用したものは5点で，図番67は

敲打による凹痕が， 同69はすりくぼんだ中に敲打による凹痕が残されている。図番68は四つ足付きの

例である力訂，熔結凝灰岩製ではなく安山岩製である。忍路土場遺跡の場合，足付きの10点全てが熔結

凝灰岩製であり， それ以外の石材を用いた例はない。

台石としたものは8点で，石材は安山岩と泥岩がある。板状礫使用のものは4点あるが， それらは

全て一面が磨かれており， いずれも破損している。更にその内3点が焼けており，忍路土場遺跡の台

石の項でも述べたように，石皿とは明らかに異なった用途をもつものと考えられる。No.33は，忍路環

状列石（三笠山ストーンサークル）に立て並べられているものと同種の大型礫である。

板状礫は4点の出土で， 内2点が焼けている。
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表Ⅲ－20たたき石一覧

xi_Zz I"(m) {Miml｣墜血)l"(3) | 石宣
71．4 58．852．6 313 安山岩
126.9 75.8 35．6 456 安山岩

111.1 72.8 50.8 606 安山岩
74988.08 111.9 88.0 59.8 804 安山岩
27718.22 79.7 45.1 25.4 143 安山岩
9375 8.46 119.3 70.728．9 328 安山岩
3348｡28 119．0 73.1 46.0 526 安山岩

55208.4391.2 78.4 62.0 640 安山岩
64308.55 144.5 100.8 34.0 706 安山岩

79.4 76.1 64．0 544 安山岩

98337．92 99．2 60．6 47．5 440 安山岩
54667．78 56．8 56．6 51．8 244 安山岩

42488.89 91.1 75.8 58.0 543 安山岩
90188.15 158.0 69.4 32.0 509 安山岩

113.2 70.8 36.5 398 安山岩
46648．76159．0 66．3 47．3 596 安山岩
48928．46223．0 64．4 31．2 584 安山岩
304516.96i 104.61 73．7 36.4 364 安山岩
41797．99 96．7 81．9 63．4 684 安山岩
94649．20 107.4 87.2 21.0 228 安山岩
606617.34 84.173.240.5 341 安山岩

489218.461223.01 64.4
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図Ⅲ－23 たたき石
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虹忍路5遺跡

表Ⅲ－21石皿一覧

犀(m) | M(im) |"(m) | "(9) | 石質 NQ mi
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図Ⅲ－24石皿

表Ⅲ－22 台石一覧

石質 I Nol"| 備 考
ぞ山岩| 621 1M峨細三m雛#li|(I'3鰍雛M､一m腰､帥（い‘安山岩

"(m) I W(II)"(m)
231 illO 38､9
255 1231 51.451.4

"(9)
1603

4413

層
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ｖ
｜
Ⅷ

~~~

XYxyl x' y'| Z
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11．1

61 165 2050 8.88

､剛〔いみ
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５
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醗
一
皿
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泥岩

妄囮署

臓雛用､一m腰､削加'6
鰍雛N､一m離職伽てり56．1

115

44．9
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郷
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3．0

10500
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表Ⅲ－23板状礫一覧

石質 | MQ |m趾 備 考
r武岩’ 601 1剛fい§ﾎﾘ〔い‘

鵡

愚(mm) | W(M1I) |"(m) | "(9)Ｚ
，

ｙ
，

Ｘｙ

－

Ｆ

Ｄ

Ｘ

３

狸
田
汕
皿
皿

層
ｌ
Ｉ
Ⅱ
Ⅳ

田
両 瀝

唯
一
蛤

玄
瀝
安
一
安

149

~107.0
109

100.2

95．2

12567

御
施
画
一
型

382

側I〔い§274

~311
型
３
｜
岡

138.2

650152.7

祭飾用具

図番70の石製品が1点得られている。これは遺構の項でも触れたように, 11･1-22区のⅣ層, P-3

から2m足らずの地点から出土したもので，遺構と同時期のものと考えられる。

表Ⅲ－24石製品

y' | z IR(m) | W(Im) |"(1m) |
9419.71 1 13.61 16.21 3.31

"(8) | 石質
0.61黒曜石

｜
I
No l"| 備
88170跣細)ｻｶIIM
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膓儒閉
，
Ｘ
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卵

織鵜
＜一一
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図Ⅲ－25石製品

その他

石核は5点が出土している。いずれも黒曜石で，原石面を残している。

表Ⅲ－25石核一覧

備 考層 XY xyl x' y' Z
I 表採

I表採
1 1 1

V 2 1 67 9237.7

V 2236 10147.f

認一率

1 1

~2 1 7．7

匙1m)I_W(m)｣駐(m)l鑿血』」石質 I No」鴎
22.1 1 25.41 15.31 11.51塁曜石| 50171
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図Ⅲ－26石核
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虹忍路5遺跡

(3) 木製品等

今回の調査で出土した木製品等は551点で，器種，出土層位別の内訳と，樹種鑑定で判明した樹種の

属性は， それぞれ下表のとおりである。なお，樹種，部位などの鑑定は清水雅男氏による。

表Ⅲ－26出土木製品等一覧

自然木
miVrV

その他
、Ⅳ｢V1W

杭状材
~~Ⅱ|mlwIv| ﾄレ
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、河V雨
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｜
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２
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１峨棚

属性は，主に普及版北海道主要樹木図譜(宮部金吾･工藤裕舜,1986)による。

ヤナギ科は種名が不明のためドロノキの属性を代表例として記載。科･種名

表Ⅲ－27 出土樹種属性一覧の順は原色日本植物図鑑(北村四郎･村田源,1984)による。
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木製品（図Ⅲ－27， 1～5）

5点が出土している。図番1は建築材の一部であろう。加工はいずれもナタ状の金属器でなされた

ものと思われる。素材は針葉樹（エゾマツ？）の芯持材である。図番2は人形（ヒトガタ）状の木製

品である。両端部を薄く削り出した針葉樹の柾目板材を素材とし， 〈ぴれ部分を作出することにより

頭部と胴部を区分している。なお，裏面にはノコ引き状の加工痕力:残されている。図番3 ． 4は一括

の出土で,鋤状の木製品とその柄と考えられる。C'4年代の中間報告では25=t80の数値が出されている

が，開拓期の遺物かと思われる。道内には他に出土例がなく ， また民俗資料にも同形態のものはみら

れない。 3は一側縁を欠く力罫， 中央部に柄を装着するためと思われる穴力ざ斜めに穿たれ， その頭部寄

りにも同一角度をもつ切り込みがある。中央部から頭部に向けて斜めに細くなり，幅3.5cmの頚部を

経て丸みを帯びた頭部に至る。先端部から側縁部にかけては使用によると思われる摩耗がみられる。

素材はクリの板材で，木取りは板目である。 4はヤナギ科の芯持材を素材とする柄で，最先端部を欠

いているが， 3の穴に装着するための切り込みと面取りがなされている。 3に対する装着角度は約15

度である。 また， 3の頚部に対応する部分にも斜めの切り込みがある。 これは，両者の結合をより強

めるために紐などを結んだ箇所であろう。なお，基端部に径0.5cm,深さ3.5cmほどの穴が穿たれて

いる。図番5は茎(ナカゴ)をもつ刀子状の木製品で， ミズナラの柾目材を素材としている。C14年代

では20±120の数値が出ている。加工単位が摩耗によって不明瞭なため，加工に用いられた工具も不明

である。

板材（図Ⅲ-28～30, 6～26)

30点が出土している。そのうち柾目が7点，板目が11点， いずれか判然としないもの力:12点ある。

Ⅲ層出土のものは3点とも異なった樹種である力葡, V層出土のものの樹種はヤチダモとミズナラに限

定されており，樹種の選定に明確な意図が窺える。図番6は桶の側板状に湾曲した板材である。図番

7は幹を斜めに輪切りにしたのち切断したと思われるもので，一面には加工の痕跡がみられる。図番

8～10･15･17･22･23．26はいずれも板材の剥落片と思われるものである。図番11は板目の木取り

で一端を斜めに切断しているもの，図番13･ 19･20は柾目の木取りで一端を斜めに切断しているもの

である。なお， 19は一覧表･分布図にあるとおり， 出土時には43cmの長さがあったが，取り上げ時ま

でに破損してしまい，実測図の大きさになってしまったものである。図番24は本遺跡から出土した板

材の中では最大のもので，樹種はヤチダモである。一面に弧を描くように6個の刺突痕力訂みられる。

作業台として用いられたものであろうか。図番25は24に次ぐ、大きさをもつ板材で，やはり作業台的に

使用されたものと考えられる力寸， 明瞭な使用痕はみられない。

弓状枝（図Ⅲ－30, 27･28)

2点が出土している。いずれも樹種は針葉樹で一端を欠いており，残りの端部も弓筈の加工はみら

れない。忍路土場遺跡の弓は全てハイイヌガヤ製であり，針葉樹を使用する例はない。従って図番27.

28の2点は，偶発的に弓状の形態を持つものである可能性が強いが，一応弓状の枝として分類してお

く。

縦割材（図Ⅲ-30～33, 29～42)

16点が出土している。内訳は，半割材1点，四分の一割材2点，偏半割材6点，偏割材7点である。

図番29は扇状に木取りされた芯持材で，一端を斜めに切断している。 また，湾曲とねじれがみられる

が， これは土圧のために変形したものと思われる。図番30は，両端にノコ引き状の加工痕がみられる

偏半割材で，樹皮を残している。図番32は，図番4 ． 5 （鋤状木製品・柄） と一括で出土したもので，

幹の枝分かれ部を四分割している。切断面は平坦でなく ，緩い凹凸力:みられる。加工単位は明瞭でな

J
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虹忍路5遺跡

い。図番34は，かなり太い幹を細分して得られた偏割材で，切断面は32同様平坦ではない。図番39は

断面三角形を呈す偏割材で，最先端部を欠いているが，五方向から削り出して尖らせたものと思われ

る。 この部分の加工に使用されたものはナタ状の工具であろう。

杭状材（図Ⅲ-33～35, 43～79）

41点が出土している。内訳は,一端を斜めに切断したものが16点,一端を二方向から切断したもの力罰20

点,一端の周囲を削り出したものが1点,切断部の加工痕力ざ不明瞭なもの4点である｡二方向から切断し

たもののうち断面が三角形を呈するもの力罰4点ある。全体の形状は図番43．54の2点が大きく湾曲し

ているほかは概ね真直である。 また，樹皮を残したままのものが多い。先端部の加工はナタ状の工具

によるものと思われるが，図番45．54．57等の加工痕の大きさをみると，マサカリ状の， より大型の

工具が使用されている可能性がある。 57は出土した加工材の中で最大のもので，二股の枝を切断して

いるが，長さは328cmを数える。幹に近い方は二方向から，二股の枝先は斜めに切断されている。途

中の小枝はいずれも切断された様子はない。図番63は一端が二方向から切断され，他端にはノコ引き

状の加工痕が残されている。図番72は，一端の周囲を削り出している力ご尖ってはいない。図番75．76

は, 31-06区の基層に3本並んで突き刺さっていたうちの2本であり， この3本の杭に掛かって加工木

47ｶｺ横たわっていた。これらは何らかの施設の可能性もあるが，現状では特定し得ない。

舟型木製品（図Ⅲ－35， 80）

これは重機で表土を除去中に出土されたもので，底面中央に溝を切り，鉄製の重りを入れたもので

ある。上面中央やや舳先寄りには径・深さとも1.5cmの穴が穿たれている。

表Ⅲ－28実測木製品類一覧（1）
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表Ⅲ－29実測木製品類一覧（2）

馳

Ⅲ
Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

Ｖ

ｙ
『
１
戸
０

り
ぬ
句
１
局
ｊ
ハ
ム

Ｘ
【
ｊ
同
ｊ
ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｊ
月
剖
Ｆ
Ｄ

Ｙ

ｌ

２

２

２

１

２

Ｘ
３
４
４
４
７
２

番
羽
鋤
祉
駆
認
測

図

羽
一
加

型
“

【
Ｊ
Ｊ
ｌ
同
〃
ｆ
－
ｎ
ｘ
Ｕ

７
’
６
｜
り
ぬ

哩
両認

一
測 ５ ２

郵
一
榊
恥
榊
言
哩
鋤
鋤

長さ(mn')
５
０
－
１
４

１
４
５
－
陥
旧

Ⅲ１－Ⅱ幌
一
一
一

百
閏 厚さ(ⅡⅢ） 種

し一一
樹
ルハ

術 考血
鋤
而
一
刀

５

５
－
７

６

５

５

３

３

７

扇脇鮴鋪ﾙﾘ、０
’
０
－

３
’
２
－ ホウノキ 偏半割材~

半割材
四分の一割材
偏割材、角柱状に加工

113 イタヤカエテ

ﾐズキ635

177

192 弱
－
６
－
“
｜
団

ラ
モ
モ

ナ
ダ
ダ

ズ
チ
チ

ミ
ヤ
ヤ

291 竺
沁
一
Ｗ
一
旦
哩
別

ｌ
６

６
ｌ
Ｑ
且
３
’
５
’
２

２
ｌ
６

４
ｌ
４
ｌ
６
ｌ
７

５
－
９

１
－
８

４
一
１

115 偏割材
州
獅
榊
獅
榊
獅
榊

弱
一
躯

皿
一
浬

Ｖ
ｌ
Ｖ
ｌ
Ｖ
ｌ
Ｖ

l13

~98 偏割北
29(）

~

？

？

ジ

●

季

癖

倒

塞

幸

軸

杢

尋

ミ
ヤ
ハ
ヤ

ミ
広
ハ
イ

２

６

４

２

８

３

７

９

５

４

５

４

５

７

７

７イヌエンジュ

偏半割材、加工痕不明瞭
四分の一割材
偏半割材、炭化

９

８

７

諏
一
測
一
調
一
伽

型
哩
面

323

~~350
178

130

62

124

831偏半割材、炭化
611聯､輌三鮒､一緬力伽'柳胤Ｖ

ｌ
Ｖ

812

型
唾

加工痕不明瞭
一端に加工痕
加工痕不明瞭

426
、
、
、

材
材
材

割
割
割

半
坐
半

偏
偏
偏

５
４
－
６

７
－
７
’
７

Ｖ

Ｖ

Ⅱ
｜
Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ
｜
Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ
｜
Ⅲ

Ⅲ

ｌ
５

６
６
９
７
７
８
８
７
７
７

７
７
７
９
０
２
７

６
６
３
３
８
０
０

１
３
４
７
７

０
０
０
３
６
６
６

２
２
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２

６
６
３
３
２
３
３

３
３
３
３
３

４
４
４
４
４
４
４

ｌ
２

３

４
５
６
７

８

９

０

１

２

３

４

５
６

７
８
９

４

４

４

４

４

４

４

４

４

５

５

５

５

５

５
５

５

５

５

囎
一
“ 辿
岨

Ⅲ

｜

Ⅲ

Ⅲ

妬
一
妬
一
切 Ⅲ

｜
Ⅲ訓

一
剛 邪
一
岬

副
一
兜
一
閃
一
別

皿
一
Ⅷ ７

ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
句
Ｊ
ｌ
６
ｌ
６

７
ｌ
７

７
ｌ
７
ｌ
９
－
０
－
ワ
ム

皿

Ⅲ

Ⅲ

研
一
認

哩 ワ
Ｊ Ⅲ

516

569

1,616

2， 280
2,077

130

~144溌劃 Zi
榊
刷
岬
一
榊
榊
榊
榊
Ⅷ
榊
剛
榊
榊
伽
榊

ヤナギSp. ？
一端二方向から切断
一端二方向から切断一端二方向から切断

例

別
一
噸

０

’
’
６

２

２
｜
Ⅲ

妬
、
｜
羽
一
型
棚

~~

キハダ？ 一端二方向から切断一端二方向から切断
広葉樹96(）

~~4()8
羽
一
趾

一端斜め切断、炭化
一端斜め切断
一端斜め切断
一端二方向から切断渕、一ノノlH｣ノリ・にノッノ閂1

塑
茄
一
別
一
羽ムリ

ヤナギSp． ？

ハンノキ？

ケヤマハンノキ

ノ､ﾉレニレ

742

1,040
398

267

520
668

2,298

1,210
710

3,280
710

48

110

26

血
塊
一
他
一
羽
一
脚
一
切
一
塊

27－端二加力l6WW､臓三’
28-淵二揃力ら卿’聯1

29一端二方向から切断
90炭化で加工痕不明瞭

28

29

90

卿
一
認
一
㈹
｜
噸

ハルニレ？

100

ヤナギsp． ？

ヤナギsP･
ハンノキ 一端二方向から切断

85 一端二方向から切断107

~ ~113
ﾉ､ルニレ

広葉樹
ハンノキ,？

ハンノキ

キハダ

ヤナギSP･

里
幽
妬
一
乃

一端斜め切断
一端二方向から切断

卵
一
皿
刈

~

榊
伽
榊
獅
榊
棚
岬
一
岬

里
災
山
一
辺
型
随
一
型
Ⅲ

~~

一端斜め切断

一
唖
達
“
｜
“

１
１

Ｒ

Ｕ

ワ

ー Ⅲ

1,126
681

一端二方向から切断62
帥
一
団
一
腿
一
岡
一
例

63

lO6

43

52

159

一端斜め切断
~一端二方向から切断

39

1 0７
’
７
’
２

ｌ

ｌ

６

６

Ⅲ
｜
Ⅲ

Ⅳ
｜
Ⅳ

1,110
~746 ヤナギsp･

ヤナギSp． ？
ｴゾヤマザクラ

別
一
哩
沌
一
加
一
馴

-縦ｶﾛｶら猟緬三‘
3 1

64 31

65 42

66 42

67 61

68 81

69 2 1

70 21

開一髄師一郎

型

唖
銃

一端二方向から切断
３
ｌ
８
ｌ
８

６

６
ｌ
６
ｌ
６
ｌ
６

ミズナラ

ケヤマハンノキ？

ｹヤマハンノキ

99 一端二方向から切断
一端斜め切断
一朧加沁棚､緬三＃
一端斜め切断

聯
Ｖ
ｌ
Ｖ

Ｉ
－
Ｉ

800

1,07()
410

3(） 噸
一
ｍ36

岬
棚
岬
胴
榊
一
州

Ⅳ
｜
Ⅳ

Ｖ

Ｖ
ｌ
Ｖ
ｌ
Ｖ
ｌ
Ｖ

羽
一
弱

ヤチダモ？

ヤチダモ

旧
一
洲
一
塊

脇
－
７
｜
Ｍ
｜
栩
而
一
Ｍ
一
肥
一
肥
一
妬
一
棚
一
別
－
２
而
一

０
’
３
’
８
－
１

６
’
９
－
７

６

215

1,350

2,090

端斜め切断
~

“
’
㈹

端余斗め切断
一

皿
一端斜め切断
両端斜め切断、|芸篝

仙
亜
刷
一
刎

刃

~ ~~ ~ ~~

５

－

’

３

ハ
ノ
邑
一
か
ｈ
Ｕ

〃
ｕ
且

丸
一
”

切口鋭利658

22

~22 一端周囲削り出し
一端二方向から切断

３
’
４

4

5
1,050 》
｜
蝉岬

耐
榊
岬

刀
一
羽

~~

845

850

245

645

278

430

358

360

亜
皿

9 6 V

0 6 V

0 6 V

トレンチ ー

トレンチ ー

トレンチー

撹乱一

ｌＶｌｌＶｌＶ

二

ヤナギsp． 一端二施力'ら柵､"三’万
一
列
一
㈹

馳

而

乃
一
布

~

広葉樹~~~ 一端斜め切断~~~~~一端斜め切断~~~~~刈
一
㈹
｜
鮒
一
鋤

~

辿
訓

一端斜め切断一端斜め切断
材
一
材

趣
耐

77 ヤナギsp． 二柵ボ洲蹴､耐削り肌IⅢ二柵ボ洲蹴､耐削り肌IⅢ~~ ~

~~~~~~

氾
一
刃
一
帥

型
辿
一

オニグルミ 端斜め切断

端二方向から切断
端斜め切断

端二方向から切断
岬
一
慨

６

６

９
’
５~

５
’
２

９
－
４

ハンノキ

-|舟型木製品舟型木製品

34



紅忍路5遺跡

、

ﾉ…

り I

／ 、

1 I

夕 -O
1

Ⅲ
１
ｋ

1
1

W1II
11 1
11 N’ ’

h

言
~~

「

1

＝

|I
~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~~

IIII I
I

~
F

I
l,| ｜
川！
'ハ1
'' ’’
II|

ノ r

〔二コ
~

h

I
I

I

2

l
d

| ll l' ,'|

〃,リル
川’

必り’1｜/~I／ ノ

〃

J F

○
ノ ノ

-|II I||-O
~ Ｆ

１
Ⅲ
昨
ｌ

ｑ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

‐
’
１
１
１
１
１

I I

亡~三コ一○

43

0

5

図Ⅲ－27木製品

35



‐
‐
‐
‐
‐
１
‐
‐
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
~
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
‐
ｌ

ｌ
Ｉ
１
１
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
１
ｐ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
■
’
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｊ
川
Ⅱ
釧

淵

訓

訓

川

叶

’

Ⅲ

~

州

、

~
黙

州
州
Ⅶ
１
１
１

｜|~I 1
ii十一入
|| | | | | |I

111
↑|塗
||“

'川卜

~

’

7

くつ
~

8

畑~
剛

、

一
一

11

－
９
~
~

6
10

’

~

~

c壬二コ
I

14

12 13

ル
I

~ ~

ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

ｌ

ｌｌ |' ｜

' ’

~

’

こここう こ○
15 16

図Ⅲ－28板材（1）

17 18

36



m忍路5遺跡

’

I

~

~

’

○
’

2019
21

~

一

F二〒

｜ ［
h ,

、

I一

鉦僻１
１

I

担

22

｣
手

声
ｌ
「

ト
ー
丁

綴
ｊ
ｌ
Ｉ

需》~門Ｊ

' ' I

I
I

｜

＃I
、

肘
’

~

､似

'1
｜
' l
l－

｜
｜

’
|

I

｜
’

1
1〆I

~

I

|｜|(｜

山口
, | ｜ ’ ,力

L||」~

I

C二つ
23

L坐

24

29板材（2）図Ⅲ

37



I釧
例
ｈ
川
仰
加
川
岬
〃
叩
ｌ
ｉ
‐
ｊ
Ｉ
ｌ
ｌ

I

＠
26Ｍ

ｍ
小
峠
い
ぃ
川
掘

25

’

/○
〆

①帆
-O

1 1

-0
~ ~

○

〃，
Uノ

E‐／

2827 29 30

図Ⅲ－30板材(3), 弓状材，縦割材(1)

38



~

~

~

~

3231

○
3533

図肛－31縦割材（2）

39



’

1

~

－

１

１

、

~

ｐ
ｌ
ｊ
ｌ
ｊ
Ｐ
ｊ
Ｊ
ｆ
ｌ
Ｊ
Ｉ
４
Ｌ
Ｉ

I

’
ノ~

37

34

／ '’

’ '’
1 l lI

l l ll

|｣ | |
川｜

~
、

| ’
’

| ’
’

▽
’

' l l

’｜
／

403938

図Ⅲ－32縦割材（3）

40



虹忍路5遺跡

’

’

！
I

I
~

I~~ ’

＃
１

１

Ｗ

川

仙

Ⅱ

jlI口
’

刑11
11 1 1 1 ‘

lll l l lL

’’

｜
｝

~
~

’

| , 11

’ｊ
〃
州
川
川
Ⅲ
い
Ｉ

II(

J1
|ﾙノ

フ、

覇
蜘

圃

‐

雪

‐
ｌ
ｌ
ｊ
ｌ
Ｌ
~

『
｜
、
~
』11/1／

燕撚
1

' ！
リ
ー

43

子と二コ~

〆

42 4544

図Ⅲ－33縦割板(4)，杭状材（1）

4I



1

1~1
１

－

○
○○

’

○
！

| ’
|’

I

Mリ
｜ 1 1
1 J 」

MI
| ’

パ

’1、
52 53

56

ノ

１

Ｊ

ノ

烏

Ｊ

‐

″

″

ヤ

レ

ー

『

胸
艸
脚
川
〃
〃
″
‐
ノ
ワ

46

零
○

２

○
〆

一

「

~~
雪
一
二
０
－

唇1
~

ﾊｰｰ

47 49
、

洲
50

~－1

刈

川
濯
附

I

○○○

蕊＃ 蝿剛瞬
48 51 55

図Ⅲ－34杭状材（2）
54

42



.
_
亡
-

図
Ⅲ
-
3
5
　
杭
状
材
(
3
)
,
舟
型
木
製
品

∴
 
i
-
0
 

i
 

単
一
 

lIIi
i(.:
I iii
i.i
)華
し i i 
∴
 i
i :∴
｢∴
∴
 

､
Ⅸ
Ⅵ
ー
/
/
/
I
 

一
一
〇
 

I 

),
_;
.I
, 

剛
 

/7
7-
′
′
 

Il
 

･7歳 
∴:｢ 

､l
 酬
○
 

欄
 脇 / 潮○闘 ∵ ..(煽 

0 　 日 V ｡

〓 = V 　 鵜

関 川 日 間 州 V

- 日 日 五 日 目 I  I

. -

　

1 -

- - 　 - 　 　 　 　 　 ｢

_ i , , , - , _ - i i i i _ h

　

-

一

晴 間 　 閥

- 』 欄 間

帰 山 出 川 周 囲 旧 聞 胴 囲 刷 出 川 時 　 針

o  o

　 　 　 　 　 〇

十 日 ∴

I  i I  i

∴ 『 　

- - -  i  I I

〓 U = r ･ o



3-

7 ＼ー �72748,0 

惹漆竃 sS三雲 / ＼0.0 ･＼+＼ ＼ 凵[灘輩::6:詫言.:言_i.,a.,?,,.,_,:?8,;'''h.jim:781 ∴∴ 04mll9 0.0 ＼8.0::-7.-6.-7-2'.''Q=:i.-､3,A.0,//メ _/ 一一一/i 

一一∴∴一一一一∴∴-∴8∴0-∴ ＼ / 

防空壕跡i/-/ 

+ 鐙�ぺ�ぺ����������������ｨ蔗���ﾒ�簫ﾒﾒﾘ���闔ｨ蒔C��

I 刄�/ ISモクセイSマツ賀ウコギiI 

2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3 獲ブナ　　漢バラ　　葵ミカン　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

〇二レ　　国力エデ　囲マメ

ロ　カバノキ

注　I科I例のものは省略している｡

図Ⅲ-36　出土木製品類,樹木分布(1)

45-46



3-

6i6706.6 

ー8､79 I 白�:踉�������+Sｩ?�ﾎﾉ?�袙ﾇ�坂�踉����*H����������簽�r�)?�ﾒﾘ�ｲ�ﾘ���

02--＼一一＼､＼､､＼＼-一.--千,//二-こ二一一°一言, 

･＼､∴＼＼-＼､＼､∴＼3詳〆診 

＼＼＼＼＼1 

＼7 ＼＼_JP--一一一一一.､- 

＼ 

＼ 

/へ8ー0､---蕊.a_∴ 

＼＼ ＼ ＼ ＼-＼＼､＼l一一--∴/＼ 

10.09-09､0 10.89_______________________________________10m 

図m-37　出土木製品類,樹木分布(2)

47･-48



毎 ｍ

一 一 一 琶 壺

」 碑 ｌ 旬 の
司
司
垣
へ
．

’
函 岸 ｌ い む

閏 菌 Ｉ ］ 爾 四
宗
謡

誤
雪

州 閏 ｌ ｇ 圧 什 汁 鯉 鄙 蕊 壷 升 ｌ 郷 ｅ

司 句
ヨ ヨ
ヨ の

引
弓
ヨ ヨ
包 包

』 、
ヨ ョ

』 句
重 の

』 『
毎 ｍ
』 句
雷
|窓

垣 の
塵 司
函 『

↑ の
垣 句

印 』
句 の
、 垣
、 』

引
弓

『 垣
雪
|霊

』 』
画 『

』 垣
」 四
ｰ ①

ｃ ｃ
ト 時
』 、
富
|扇

函 切
膣
侭

函 、
函 印

画
＜

＜
＜
＜

＜
＜

＜
＜
＜

＜
＜
＜

＜
目

＜
＜
＜
＜

＜
国
胃

＜
＜

畠
畠
目

＜
|
＜

＜
＜

一 一 一 一
畠

く
＜

畠
＜

＜
＜

国
畠
＜
|
＜

＜
＜

＜
＜
＜

＜
＜

＜
＜
＜

＜
＜

＜

で 、 み ） て
副
ﾖミ

司 り 句 碑

ヨ ｏ 、 。

劃 Ｄ ｍ ｍ
曽
曽
雷
|弱
『 ｏ 釦 ↑

層
層
閻
『 、 印 画『 、 ｍ 』

ヨ ０ ｍ 函
き
'弱
畠|
量
『 ０ ｍ ｍ

↓ 。 印 璽~
『 ０ ｍ ｍ

『 ｏ 印 画

劃 Ｄ 『 印
層
『 ● 罰 』

ヨ 。 ② 垣

』 。 酉 』

』 ｏ ・ 《~
『 ｏ 垣 司

『 ● 』 今

』 ０ つ つ

』 ｏ つ 閏

ヨ 。 ② ↑

目 に 回 ト

ヨ ● 、 垣

冒
司 ｏ 、 』

司 り 印 』

司 り 垣 切

司 り 可 』

』 り つ 四

↓ ● 『 牌

司 り 垣 印司 り 垣 印

ヨ ● 』 今

ヨ ｏ 司 一

ヨ ０ ｍ 函

『 Ｄ ② 『

↓ 。 』 ⑮

司 り 切 函

劃 。 四 一

包 り ② 可
諏 倍 （ 垂 ）

罠 学 、~
の 垣

Ｅ
』 《

巨
岸 轡 罰

昌 崖 ②

』 垣 、

』 四 』

閏 ・ 垣

信
蒔 つ 学

愚
|農

垣 つ
認
唱

房
|景
|認

雪
|望
|室

全
今 』
麓
|
屋
に
|
圏

岸 つ 印
ご
|忌

圏
忠
|亀

垣 垣
ｍ 』

韻
|踵
」 《

垣 学
‐ 心
与

今 つ
今 司
全
』 垣
い 、
国

一 画
一 心
酋 雲

堂
|全
む つ
ｰ の

〈 畦 彗
○
○

○
'○

○
口

○
P
○
○

P
○

○
'○

妻
○
'○

○
’

’
’
○
○
○

○’
○

○
○
○

P
○
し

○
○

○
○
○

蕊
○

○
｜

○
'○

○
○

○
壼 霄

○
匠

｜ ’

○
P

P
○

P
P

○
○

○
○

雲
~

爵|き
’

~唇 匡 ト 峠 ゆ で 。

斗 仙 一 一 一 妙

斗 い 一 二 や

Ｈ 当 社 〉

云 口 ｝ 華

一 二 一 い 豆

坐 〆 寺 斗

ざ 壬 笠 ｍ ［ ）

必 訊 壬 斗

岸 』 判 竺 勺

凶 託 苓 壬 苦

さ ↓ 笠 い で 。

一 一 き 》 Ｈ 弘

さ 一 垂

ほ ぼ 陰 皿 個

さ 壬 圭 い も

》 寺 ｝ 華

寺 一 笠 の で ●

調

墓|
亭

Ｈ く い 三 一 “ 〕

必 詫 斗 斗
謹 獄

~
~

雲 一 両 幸 － し
奉冒
琴|
茎|
蟇

＝
蕊 《 一~
一 善 二 い 》 － １

＝
＝
＝

訓
＝
＝
|
＝

評

喜
垂

琴

=
’

壼 一 “ 昏 一 畢 睾 〉 》 畢 奪

》 二 い 幸 一 ↓ ず 毒 害 》 一 雪

譲 害
篭|
蟇
鑿
＝

蕾
華 ＝
l ト
ー
雪
竺
～ 雲

＝
一
…

華
壷

ロ
牌
一

一 盲

’
’

識 ‐ Ｉ 峠

や 障 障 時 厚 屋 ． 〕 善 ］ ご 堯

争 鑿 箕 華 声 涙 ． 曙 一 席 塞 壼

与 寺 隈 一 一 ㎡ 霊 一 一 雲 》 三

言 農 一 一

害
評 毎 》 一

づ づ 侭 一 一

~
雲 一 ” 芝 毒 害 琴 藍 善

害 一
蓋
震
臺

臺
塗

一

一

篝
鬘
雲
雪
蕾 エエ
ロ

） 邑 昌 唇 澆

雪 雲 雷 亜

菫 匡 舞 》 ↑ ／ ご 碁 堯

雪 雲 罫 霊 鬘 雪 ． 言 雲

靜 子 》 一

） ご 〕 》 莞

妻 彗 ． ｌ 謹 琴

摩 匿
言 菱 率 い 言 草 臺 辿 さ 美

国 函 》 謂 罰 岬 雲

雪 雲

心 ℃

I
畔 叩

愚|
‐|
_|墨
l-l
ｰ

igl弓
晨 岸

函 画

司
崖
一 一 ｝ 画

震|
扇|
崖|
‐

晨冒
言|
豊|
筐

’
、 ~
害 壷 《

言 垣 固
ﾖ霞

ご|
嵩

一 二 つ 、

雪 岸 岸 。

目
』 垣

己
l-
l囲

』 つ ］

函 』~
閏 学

雷
|弓

=J
|e
J-
I
IE
S

宝
|湯

届
|旨

四 四
》 、

い 『
お
|倉
|さ
串
|君

|壷



｜ ’
罰
|ｰ

~
可 ②

~
可 の

望|望
|望
望|認

鱈|認
|認|
”

’
｜ ’

’
今
邑

の
、

~
』 の

~
』 の

’
’ ら
ら
●
1
印

’
曇
一
・
1
･
1
一
一

○
1
函

’義|
童|倉
|壜

~膣~《 》
誤|
誤

酉
雪
窃
鼠
韻
怠

－
コ
｡ |誤
巖
驍
…

急|含
’

‐~
＆国
ミ

〈
〈
＜
〈
〈
〈
＜
<國

貢
勇
吟
算
蛉
鼻
>~で

‐
ｰ
ム
ー
ー
Q
－
1
－
‐
－

こ
】
~1
．
可
r
､
｡
C
コ
ト
｡
C
ご
一
〔
≦
ご

=に
息
葺inと
。

CJ
cJ
－
1
t
C
Q
n

'戸
一ヘ

ー
ー
ユ
ー
C
j
Q
n
l
－
］
－
J
－
、
-
〆

|
|
o
l
g

○
’○

蓑
l

l
l
要

|
|

l
ol
.

即
’
’
’
’
○
陰

震|麗
|圏|
： 一

一
唾
一
一

三
上
頭

＜
＜
＜
＜
＜
＜

～
］
～
］

e
●

丘
、
錘
』
冒

僧に
卜認

鱈』
Ｏ司

勇’

~~~~~~~~~~~
切
函
ｏ
『

』』
●『

含
|全

雪|窪
|震|
割

輌階
（垂
）

函
『~

一
《
、
『

》
』

」
｛

'○

〈
階
彗

｜
’

'○
’

｜
’

○
蓑

｜
｜

｜
｜

’
’
蕊 蔭匡

’

○
’

｜
’

○

切 包
酬 琶 ｌ 圏 圧 Ｈ 汁 漣 鄙 蓋 ． 壷 升 １ 冊 色

闇
|君
|合

中 司
可 、
印 、

｡
I
‐
認
|認

印 画
sl
君
|合
曇 の

～
､]
、 ＜
|＜
|＜

旨
|＜

＜
|＜
＜
|＜
|＜

＜
|＜

｜
＜

＜
＜
|
＜
＜
＜
|
＜
＜
＜
＜
＜
＜
|
＜
＜
＜

＜
＜
|＜
＝
＜

＜
＜

＜
＜
＜
|
＜
＜

＜
＜
＜
＜
|
＜

＜
＜
|
＜

1
1

当 ● 』 》

‐ 円 い 陣 陣

ｌ 旧 悔 陣

１ 門 順 回 に

ｌ 円 い 何 厘

ざ 、 『 函

龍
司 。 『 可

ｑ ○
『 ● 』 可
燕

● のｰ－
コ

『 。 ② 碑

ヨ 。 や 句

『 。 『 可

ヨ ｏ 『 鞆

、 ゞ 。 車 碑

『 。 、 垣

『 。 』 、

『 ｃ 『 函

－
ｺ
|
司

監
|虜
き'
引き
爵|
ヨ

『 ● 』 垣

当 ｏ 《 、 『

↓ ● 句 曹
調
冒
|畠
『 。 』 垣

『 ． 』 垣

司 丘 、 』

『 。 』 》

Ｊ １ １

－ ｏ － 。

『 。 』 つ

『 。 』 、

ぎ 。 今 』
｜

菖陰
、

○
1
－
ｺ

１ １
~

露|
霞|
讃

閏
|ご
|冒
|旨
|皀

岸 画 今
’

声 つ つ~
争 切

‐ ｰ
』 薗 今

お
|お
|念

函 餉
苧 ②
』 『

』 ④
閏 、

壁’
乞
|お
雷
|望
今 閏今 閏

誤
|圏
函 、

句 。
鵠
|闇

’
一 ｍ

『 』
四 つ
霞
に
厭
今 』

碑 印
』 （ ）~
四 』

｜ ｜ ’’

l
l

l
o
l
l
l

l
P
|
|
D
し

し
P
○

し
’

○
’

○
｜
し

’
○
○

7 1

｜ ’

○
○

’
’
’○

○
P

P
I
O

P
|

’
○

○

○
'○

○
’
’
○

l
l

l
○

l
l

l
○

○
し

し
し

○
｜

’
○

○
l

I
l

l
し

し
○

○
○

○
○

○

’
ﾐ|
望
曇
斗 斥 四 号
曇
蕊
奇 半 『 命

熟 ＝
き 半 琶 記

~
|
|割

言 ↓ ， 笠 い 壱 ・ や

↓ ＋ 琶 嗣~
さ ＋ 琶 嗣

含 壬 笠 切 も

昔 十 一 部

ン 〕 ｝ 華

白 戸 一 一 ’ 一

世 一 」 三 ｆ ’ て
華＝

~
｝ 二 一 蛙 一

奇 ↓

一 一 一 一

｝ 二

奇 ↓ 詮

｛ 『 ↓ 鬮 我 い で

手 云 乱 堂
昼 竺 強、 、 ］
引
曹

壷
華
ボ

望 ~ツ

｜

卜
’

｜
|

’
’

闇
’

|
’

’
’

’
蕊
華
毒 垂

|’
＝

＝
琴
＝ ‐
l
雲
Ⅱ
=|

’
=門
=|
墓

雲
|
琴
#
.
s
F
I
=

’

ｌ

垂
蓉 》 》 一 言 ］ ↑ 誌 華

計 一 一 華 今 い 》 ｅ

~ ~
｜
｜
珂
垂
｜
｜塗
l

l
l
l

l
l

l
l

l
l

’
’
一
回
｜

l
l
l

l
l

l
l

l
l

l
l

l

ll
l川

鹿 》 層 匿 ↑ “ 誌 舞 目 望 一 三 涛 奉 串 昏 匡 ‐

・ 毒
壼 雲

蕊 毒 片 匹

琴
雪
雲 善 一 雲

雲 》 一 Ｊ 詩 垂

醍 声 吾 拭

川｜ や－－－－－
－
－
一

瞬
’

|
’
Ⅱ

’
｜ ’薑
|妻

雪 雲 箒 亜

匿 唐 屋 ‐ Ｉ

葵 暴 塁 口 達

害
割
害
慧

号｜
害

卜
t彊
一

一

雪 詳 言 型 ・ 癖 評 今 誌 鬘 琶 壗 尋 墨 畢

号 ↑ 煙 き~~号 ↑ 煙 き~~
麺 登

繧 李
霊 警 （ 苛 茎 雪 雲 言 〔 忌

講 苓 簔 堂 ． 異

聲 薑 睾 善 暴 琶 蟻 墨

’

言 姜 彗 ・ Ｉ 琴 い 卦 藝 》 一 一 雪 雲’
琴｜

’

l l

弄 妻 ‐ 霊 室 菫 琴

r
錘
一

~
雪
|
＝ 盲|書

罰

’皇 琴

雌
｜ ’

’
’

’
’

｜ ’

箙
言 晨 』 の

岸 』 ヨ~
一 一 』 芦 』

E|畠
|雷
|言
|晨

罠 可 』

昌 切 》

。 】

薑 四 ｍ

雪 ↑ 》 、

』 岸 、

’
｜ 畠
|烏
|E|
雪l
gl誤

薑 》 ぬ~
旨 寧 司

誤|
望|
怠'
裳|
弓|
畠|
圏|
望’

＝ 安 一
言|
言|
量|
雪

’
芦 つ む

一 一
’

’

② 、

』 一 に

岸 つ の

岸 つ 一

一 ｍ

’
薑 」 』

雪 」 四~
《 閏

酵 叩
51
9I
E|
s

』 い む
今 司
印 つ

《 、



｜

麗
|震

|震|雲
’

《
』

』
四

へ
J
O
T Ｊ丁
へ
ロ

|霞|
霞

、
、

、
、

|＄
駅
望
望
望

|震
窒

’

’
の 画② 画

園
O
､
○
1
t
包
包

認|
震

一 一 一 選 一 へ
－
．
－
．
印
○
1

洲 琶 ｌ 圏 圧 什 升 耀 鄙 蕊 ． 郵 卦 Ｉ 辨 色

g3
1g

l
『 》

』 ⑰
誤
|韻
誤
|器
垂 印

理
』 『

② 画
垣 印
垣 切

く
O
今

函 、
謡
|顎

宝
缶
|計
引
試

巴
|雪

量
|巴
、 学
、 函
亀
|縄
句 碑
③ 画

句 碑

<
l
<

＜
|＜

圃
＜
＜
＜
＜

＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜

＜
＜
＜

＜
＜
＜
|
＜
|
＜
＜
＜
＜

＜
＜
＜

＜
＜

＜
＜
＜

＜
＜

＜
＜
|
＜
＜
＜
＜

＜
＜

＜
＜

＜
＜
＜
＜

で 、 鍋 ） で

司 り 『 今

『 Ｄ ｍ ｍ

司 ０ ｍ 』

『 。 、 』

層
『 ｏ 鞆 。

『 ． 』 閏

『 Ｄ 印 学

当 自 司 》

ヨ 。 《 『

『 Ｄ 』 『

Ｅ
司 り ② 四

ヨ ０ 学 』

司 り 切 岸

司 り 酌 閏

「 。 』 の

『 ｏ 函 閏

『 。 」 垣

『 。 ② 切

引 ｌ 刊 Ⅶ

－ ０ 。 。

『 Ｄ 印 』
曽|
畠
ヨ ｃ 』 ②

『 ｏ 』 つ

ヨ ｏ 『 』

『 ｏ 、 今

ヨ ｏ ｍ ｍ

司 り 句 画

ヨ 。 』 つ

司 り 画 」

『 ｏ 一 つ

『 申 句 司

司 り 『 芦

『 ● 『 四

司 ０ 句 垣

『 Ｄ 』 』

『 。 』 、

『 ● 』 碑

Ｅ
『 ｏ の 学

司 り 垣 垣

固
『 ｏ 吾 《

罰 畦 （ 壷 ）
こ3
1昌
l－
ユ

」 つ 割

岸 画 』

閏 学 ②

騨 雷 」
惚
句 つ

』 岸 ◇

に
函 、 』

ｰ ｰ 。
~1

画 一 垣
畠
|居

』 函 跨

」 ・ 学
量
|目

信
一 」

』 二 心

僅
」 」 。

胃 一 切
二
|闇

四 今
ヨ つ
《 』

今 ］ ・~
』 つ

』 』
一 ②

啓 司
垣 印

ゴ
『 『

雪
『 句

《 四
函 函

騨 今
、 句
ニ ニ

~
』 四

曹 司
ヨ 』
印 璽

田
|雷

函 句
ｰ ‐

岸 、

〈 砥 言
○

○
'○
○
○

し
P

P
○

○
○

○
○
○

口

○
妻

○
○

○
し

○
○

○
○

○
○

○
○

○
口

口
P
P
し

○

蕊
P

○
○

○
○
○
’
’
○
○
○

○
○
'○
○

○
○

P
○
○

篝
○

○
し

○
し

雲
○

○
○

） 二 一 い 豆 勺

竜 ご ぜ ゃ ｌ ‐

シ 一 い マ 唇 》 暑 十 量 命 心

蕊
含 ＋ 査 討

塁
塁
ン 言 い こ 『

奇 壬 錠 い も

蕊
塁
茎 い 一 一 一 秒 や

曇
曇
曇
童
茎
言

．､
o､』
‘
写 ．-
寺

｜：

蕊
|尋
曇
シ 一 い －

ン 言 い 豆

‐
含 ＋ 吾 ボ

ー
念 当 辛 め で 。 や

卓
|聿
烹
|爵

含 ↓ 強 め で 。 や

奇 半 琶 部
’

ご 一 ゞ 理 一 一 勺

き 半 琶 布

ル エ ↓ 』

ﾉ
ﾉ
ｨ

ｴ ｰ
十
、
』
I

ル エ 一 叩 包

論 ＝
壁

」
薗

雲鬮
‐

剴琴
|‐

雲|
琴

垂 ~
垂 一 い 》 － １

＝
|
琴

垂
＝
垂 一 ↓ 琴

諄 一 雲 》

蘂
琴

=鴎
|＝

華
臺 薑 夏

琴
琴 い き

彗 華
巻 一 塁 夛 墓

|菫
率 壼 含 ト
『

臺 誉 琴 篝 一 妄 忌 睾 竺

哩 ご
雪 雲 雪 国

余 菫 三 雲 寺 窺 彗 一

寺 盧 一 ｝

希 菫
襄 姜 率 臺 愚

妻 忌 冨 ふ

む 痩 一 ｝

妻 藍
冒妻
樫 』 』 』 崖

雪 彗 雷 型

除
園
一

．
一

妻 薑 Ｉ ヨ 善 雲 堂

雪 彗 診 彗 毒 手 》 一

l雲 一
妻 垂 鑿 善 ″ 蓋 ． 謹 言 息

l
L

憲 一

雪 堯 罎 一 一

妻 蓋 琴 ・ ｉ 謹 二 蟇

鵠 斗 鴦

守 慶 一 一

谷 》 曝 二

〕 》 〕 彗 堯 ・ 辛 竺 逵 彗 ざ

づ む 樫 一 一

害 欝

守 寺 瞬 き

寺 塵 一 ｝~
寺 喜 一 封 雲 〈 霧

寺 》 隅 一 一 ． 毒 ］ 叫 套

辛 逵 竺 華 毒
陰

一 Ｊ 》 一 二 （ 一 一 函

萱 一 ・ 『 ざ 》 ↑

皆 函 》 謡 、 臨 写

毒 蝋
動 員

｜ ’
言
|居
'龍
|冒
晨
|畠
|畳
|言
|葛

雇
旨 函 』

雪 』 》 胃
居'
弓|
薑
ﾐ|旨
|引
層|
旨|
引晨
－
1
1
－
1
－

騨 迦 ．

薑 』 、

言 旨 零 学

』 句 一

］ 碑 印

信
一 胃 つ む

Ｅ
隠
一 』 つ

陰
画 」 つ

冒
|旨

陰
Ｅ
Ｅ
画 冒 》

函 圃 、

画 騨 印

』 、 函~
閏 閏 今

胃 い い

』 つ ⑫

画 ・ 《

Ｅ
］ 吻 韓

」 四 岸

閏 』 」

画 ・ 『

嵩 切 司

国 つ 酉

晨 雲 時



舅
|昌
|韮

辱め
や廻雲

「、
つ曇
Ｆ↓
》毎

『「髻一垂川瘻壜・塞昼雪一室程Ⅷ》‐

コ
ー

ー

垂川瘻雲臺昼雪一室程Ⅷ》１

量|員|華|雷|割冨|電i震
具
↑壷側二一

＠ぬ『

割
園
|雫
毎”一壱

や斡臺 ~
唖函二

←
］
”

毎
】
園

＝
＝
＝

韮
震
ｍＦ
銅［塞

国
の↑

。｝
Ｌに
冨一
＝

、垣
［卜
つ卜

卜守毫

や寺毫

呵司副‐

、守臺 ~
や守毫

届、
唖垣

『萄簔

言

ﾐ|蔓
ｰ、
~
＝

や宇
司

齊票篝霊篝墨雫套養

萱〕鼻謹）豐壹等土剪等

雪口僑篝霊菫奮簔‐毒蓋

塞呈・篝篁暹狸奉奏雲雲

愚画罫垂塞奉〃鳧蓑毫雪雲

套簔垂
~

需壜菫憲一這杼奉奏毒

二罰套簔雲

需壜菫寒一三行幸垂養

一塞壷二蚕這篝塞塁

畳謹・一壜巻雲窒窒

雲壹毎一《璋揖川琴’華簔室

塞壹全塞奉１套簔》

（今善画）一語一壼琴匡套簔雲

（ご琴函砦耗『銅ｌ唖【）垂簔面

篝墨奉‐套篝蓋

蔀

睾壹毒雲琴‐雲菫垂

~

一査毎艤菫写雪雲琴１・蓉簔雲

篝翼逼Ⅷ窄套蓋

篝簑堤川奉１・套這

毫臺一一《瘻揖Ⅷ琴１套睾雲

雲篁這川幸套養

簔星（垂篝葦

害一）や封一墨］二季］唾謂

一》１－雲署、吾奎塞垂

雲》窪参会雲罫》

剥
塵
一

急篝

簔吾（垂〔

二割今今
篝
|驫

一《《藤

二計
臺

二割

垣

雪雲箒霊 ~
君壼琴雫暴

塞二雲Ⅷ毎一《》

二矩
一琴二一雲

雲I雲
垂二区口川

華毎垂塞

↑垂
垂

垂
垂

垂
雲

垂
＝
垂

垂

寺へ八くげ幸一

一群一く

トー声呼

’
騨琿

ＧｏＱ吻苓羊辛

↑ＣＱめ群千一

↑Ｏ邑吻辞令↑

↑》二一川・志

卜一幸肝辛声門

↑巻へ《く

ＣＱめ寺へく言

ｏＱｍ群↑↑

一宗庁号Ｈ

時トトにトトに

Ｃａの零↑↑

●（］ぬ許へく毎

一一Ⅷこく ~
トー氏》

呉
生
胃
蝉
ご
幸

↑巳へ君

Ｑの零千一

（』吻群一幸

中》牛辛

申“尋守卒
星|昌

一町三く
謹一
醤
薯

醤
曹

豆狐ｌ儂逼《蛭唱郵骨判翠開１国隅

’
○

○
雲

○
ひ
。

旬
○

可
q

○
篝

○
○

○
○

q
q

○
篭

旬

○
○
○
○
○
q

○
筆

○
○

○
○
○

○
'○

○
○
○

＜
句

号刊〉
○

r
～

マ

や函
①印鞆

↑や
唖命
詞
●ぬ

卜国
園
|馬
霞い
,
ザ

ゆめ［

寸尋
『ぬ

、『
~
『つ［

『の［

~
つ奇

<
Q
目や
‐

つむ
●ぬ
宮
､
q

”
虫
眉
函【ぬ

ト
ー
壷討

閏の［

函斡函
路
|湯
畠

［卜
つ卜
”ぬ
南、
舜命
つい
つ守冒

$
E

マト命
＄
|雪
t
8
1
S

マト
唖電

④函［

L
･
今
q

守や
一や

『マ
胃寺

（屋）和嘩

［『

唖四・卜

唖函・ト

》ぬ。↑

唖壺。卜

四の。↑

ｍｍｏＦ

匝恒に卜

・・。》

。。。『

ＬＬに

~
の唖ｏ卜

垣や。↑

の④。↑

卜ｍ・卜

寺②。↑

一句。卜

~
四一●毎

②。ｇ函

↓印・卜

いぬｏＦ

信
今『・壷

、、。↑

に
苛函ｏ↑

吟卜。卜

皇へソ、△

岬『●唾

、つ●函

、『●函

マ④。↑
き
'誰
§
き
Ｅ
劉句・ト
韮
|畠

↑つ０壷

マつｃ》
昂
|胃
'三

[
～
i
r
-
l
t
～

④国・↑

寺●０函

［句。↑
O
J

L
O

≧
筐

≧
|弓

｜
｜
＞

≧
眉
＝
ー

＞
＞
＞

ヨ
畠

目
＞
＞
目
目
国
|
目
目
国
＞
目
目

画
国

胃
＝
国
雪
|畠

畠
＞

ヨ
目
目
ｰE
＝
畠
目
目
|
目
’一一一

＞
畠
目

＞
＞
|
＞
＞
＞
巴

＞
＞

弓
弓

|等等
勇

蚕
|串

卜
［
～
ト
ト
E
|
震
壷卜
唖↑
畠
露
陰
、函
②唖
↑、

↑宅

雪|爵|員|霊|震|舅|黒
亜鞄

唖寺

伝|引医
爵
や中
露
|霞
ま
毒や
糧
に

引
頃

膿
や、
や、
四ｍ１劃『

9
I
S
9
I
S
S
I
S
S
I
S
I
S
畠
|国

垣－１「ぬ

ユ事一一
|

’
隠
一



胃＝
卜、函

~
垣、園

トト［

陰
唖↑『

卜の雲

四ｍ閏
g1S|=|gla

函↑『

［唖園
属
つ討言雲

昌
酎卜「

守垣『

いや［
眉
匡
印や［

卜尋臺 ~
・↑「

垣の
卜垣一

［壷
、、

碗唖萄

唖寺国

困中函

胃|蔓
園守【

”寸国

》卜
戸胃

守寺【

信
唖師『

＠ｍ閏

眉
卜苛萄

、守函

冒
国
霊

「埠困
叩郷
畠
|舅
|畠
卜的【

一一困

一霞襄・雲義勇薑簔響望

‐‐‐‐‐抑姻ＭｌＩｌｌｌ暑雪刑‐ｌｌｌ 無

鑿
｛一軍今

雲〉雪蕃墓二露全篝

《
Y3
L
O

壼廻叩窒・鼬貝

萱ご雨僑雲奪碧

雲票薑・一霊毎

急簔

二司

認毛異

一雲毫篝・一舗篝一~

曼簔需墨・套一

一善９重篝皇室

塁潅・急笠蕊

一毎蕊

痔

毒篝・重言蕊

零二謬今
急
害

睾吾（言（

倉|:霞 篝’
誉鑪憲鐸琴

二
二劃参一雷雲雪

’
’

軍令
蓋註

二
11

~
畳密峠

善一
二

箪今
一

蕊
篝

二函

』
－
4
号

薑Ⅷ窒婁

毒碧や套雲〉州這

1
葦嘉窒

毒毎一《

垂

毒雪《一》零雲

。細‐１１‐
蕊
|＝

圭署、《雪

雫暴
善
|鑿
|息

奉窒
|垂
|琴

＝
垂

＝
｜
｜
＝

垂垂

~
し

’
↑卜号令へ卜Ｈ吾

騨琿

’
↑。Ｑ吻苓↑↑

垢一奉砕↑（Ｈ

↑ｗ二一叩着

↑岸尋キー

↑坪》幸辛

一一叩一声へ

卜‐峠陸峠躁

↑トー試呼

一坪二十↑

制冷（Ｈ房｝

回

ｇ吻許’〒↑

（閨め詩↑↑

牢壼串辛

1
届

賓
ク
グ
グ

トー酒》

寺へハく

1
戸

十
、
、
＜
"
ｸ
グ

醤
雷

醤
醤

醤
蕾

醤
蕃
蕾

薯
色紙ｌ偕逼《無咀報儂判調認ｌ只硝

’
’

○
蕊

○
○

勺
篝

○
○

ぐ

○
○

○
句

○
○

○
○

篭
○

○
○

○
○
q
l
O

○
○
q

ぐ
q

○
q

句
○

ぐ
筆

○
ぐ

○
d
l
O

○
|
q
○

○
○

○
○

旬
○

q
○
○

馬シ
○
勺

○
○
ぐ

○
○

卜の
垂困
唖の
↑ぬ

巨巨

斡壷
①西
・ぬ
雪
一［”

毎卜
F
I
B
垣『
Ｆ、
［ぬ【

~
函［園

中ト
三胃
『卜

園の
~
寺、［

唖や
●卜嗣

~
つぬ山
雪一
尋や
闇苛［

埠守『

（）壷

守唖【
爵
|霊
|写

めい
函討

【、
四戸
句的
舜守【
沼
|囹
|屋
【ぬ
臼目

寺め
層
垣垣
垣函
戸
|震

”ぬ
函師『

やマ
一ｍ

（唇）や唾

や唖Ｏ卜

困守。↑

つむ・卜

壺寸・↑

やゆ句↑

引寺。↑

垣の●卜

②唖ｇ卜

唖寸。↑

＠℃。卜

、寺・卜

函②。ト

零守ｏ卜

毎＠Ｑ↑

【寺。↑

、や●卜

》やＯ↑

『ぬＯ卜

の的。卜

匂［・卜

範垣●ト

、④・卜

S
I
S
r-gド

壺園。↑

函、●卜

皇ヘゾ、ユ

師の。卜

寺↑０Ｆ

山守。↑

区屈し卜

守毎。↑
胃|胃

壺討ロト

~~

函毎●卜

今。Ｏ卜

【ぬ０↑

”ぬ。↑

一奇・卜

鍾討０卜

~
垣両。卜

詞〔●↑

守卜Ｏ卜

［ぬｏ卜

つい●卜

や命・ト

卜『ｑ↑

●函。卜

ママ・↑

［［・卜

房
＞

＞
＞
＞
＞

＞
＞
＞

匿璽園 二季一弓

＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞

＞
＞
＞

＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞

＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞

＞
＞
＞

＞
＞

＞
＞

＞
＞
＞

＞
＞
＞
＞

＞
＞

＞
＞

＞
|
＞

＞

国、
【、

一幸
畠
|圏

●車
『の

g
つ卜
つめ
つめ
●》

詞垣
↑や
●卜

国
勇

［、
扇

雪
|雪
|圏
雷
|圏
|圏
閏
圏
閏
寓
の函
函”
いめ

ゆめ
謁
|湯
縄
|写

唖寺
【ぬ
ｑｏ
ＧＬ
つゃ

［ぬ
ｍ『
ぬ『
ぬ『１国毎

守舜
苛め
鳶

石
己

。
弓
寺
扇
扇



”、函
慢
信
句唖一壱

僖
眞 寺つめ

ぬつめ

r
-
g､ﾕ
胃

鈴『三二

Ｉ
・句討

言
胃
|舅

師唾一壱 ~
弓、園

や『ぬ

↑［”

垣寺”

トマ鋪
能
「↑雲

↑邑椙一Ｆ

つ。［二

－
つ、ニ ー’

ぬ一国
酎臺

・つめ
唖毫

隠
唖壺斡

国劇”

ト
｜
“
“

隠
舜『ぬ

唖［ぬ

中命範

昌
儂
両、雲

島
|男
“
｜
国

『園”

、卜閏

~
トト閏

『ぬ【

~
つ壷国

閏毒酎

命電餌

一幸劃
小箱

Ｆ
・［墨

毎ｍ

寓
|勇
|扇

全琴竪睾晨（戸（里壼塞・奉簔鐸

簔君（吾（

蓋圭書

↑一軍今

雪巨垂霊置簑童室囑篝

誉）篁愚・一霊母蕊

－吾壱一号隼“二割

雪冒塞碧雲ｗ嘉篝
~

蕾一審一薑揖窄~套躍

無
二

毫壹毎一吾這揖川》’・套睾雲一

雲雪一二痙揖川塞；・套簔雲一

垂害崔雲二言垂雫琴一

‐１１匿

一観蕊

壹琴璽）一一圭塞筆↑垂雲塞

匿昏睡医腫隅川瞬Ⅱし匿崖陸

壼一四一《璋揖Ⅷ零‐套簔曇

篭・蕾

Ｉ~陰陰陰

萎長（吾（今一琴一一一三斗

奎臺

筐緑陰

雫云（吾（”套壼許唾

匡医陰

墓
暴／篝

二

翠今

篝
蕊

準
三
島

踵“二割今今

謹今

胃’
幸吾（吾（

一観蕊
篝|皇

二謹今

一云琴雑
蕊

蕊
一一罰

急
|急

二露
1

’

~ ~~ １口‐~ ~~~ １口‐ｌｉ
1

1

垣

垂

↑雲二垂署ａ●暹一室暑

蓑畠車
錘鬮雲|＝

量|毒|雲|＝
竺銅

雲
|冒
』

雲|ま|＝
一幸Ⅷ一毒

まき雲Ⅷ
垂

垂琴一畳窪
=|='零
|毒

皇
|富
|皇
|＝

筐
↑垂

毒二君 毒二君
毒
！
＝
毒
＝
＝

＝
|
＝

毒
毒

毎
.

↑坪》十一二一叩二一へ

‐‐‐‐‐‐‐
~
Ｉ睡畔喧

申尋圭辛

、且吻許干辛

職
↑Ｃａ的

↑●』

↑睾庁
。Ｑの群十一

●且め誌↑↑

●
・

＝

一一Ⅷ全く

↑忘弓庁辛

↑中尋守辛

一一Ⅷ二一へ

↑寺へ八く

Ｑ晩苓一幸
蓄

”二一叩若

ク
グ
グ

ー
ー
ー
ー

＝
1
1

巷

蕊
牢一十↑

一岬全く

~
寺へ《く
堂|薯

一Ⅷこく

~~

守へ八く

1
応

･桧P『
〆

＝

蕾
|醤
|苔

薯
|醤

秦
|茎
薯
|雷
|号

雷
醤
醤

薯
醤
|醤
醤
|醤
|蓄

錘…
薯

誉
|誉

至紙ｌ特轌《壕唱熱特判證馬異硝

○
雲

○
雪雲

○
○

○
○
’
○
勺

q
ぐ

句

毒
○
'○
○

○
○

○
○
○

q
勺

○
句
q
句

q
q

筆
○
'○
’
’
○

○
○

○
q
l
O
○
'○

q
l
O

○
○

q
ぐ
q

○
d
l
O
q

○
ぐ
q
q

句
句
旬

旬

'○
’
’
○

○
○

○
○

○
○

号知〉
○

句
○

○
|
q

○
句

○
勺

句

雪
|屋
トト
＠・可

眉
・卜『

車の
、埠尉

L
･
言
”

【ぬ
雪一
唖・【

討廻
屑
・『
＠ぬ“

Ｅ
つ函【

亜因め

唾函「

命『『

贄|舅'零|ミ
心斡一

t
g
l
g
四・『

や寺
唾④『
侭
|寓
|雪

一ｍ
ママ「

マ吟【

寺や「
g
l
S
層
［や

r
～

や
眉
・嘩酎

中卜
爵
|匡
寺④

めい【
．

壷
戸目

（君）や唾

戸

■
■

圓『
ト
リ

ユヘゾ認竺

↑》ｏ函

酎今●電 ~~

｛、Ｏ卜
5|目

●唾。↑

寺、。ト

ト。●唖

めい●↑

今唾。卜

つ、、卜

に
今唾●↑

唖牽。↑

卜、。卜

今閏●壷

ぬい●卜

命壷、卜

●壷。↑

に
園ト●卜

毎Ｆ０Ｆ

唖卜９Ｆ

雨トロト

斡卜・↑

》ぬ。ト

Ｅ
の卜Ｃ卜

や卜０卜

垣卜。卜
ﾐ|ミ

つのロト

鏑。Ｏ唖

唖↑。↑

唖『●ト

↑ぬ。ト

今唖。↑

唖苛。↑

マ。ｏ”

卜壺。↑

閤函Ｏ卜

函苛・卜

や［●函

ヨトｏ↑

マト。卜

マト０卜

一ｍＯ卜

目や。卜
ト

可L
O

唾
＝
畠

＞
｜

｜
｜
畠

＞
＞
富

目
弓

畠
|
＝
畠
目
’一一一
目
＞
臣
畠
畠

＞
|
＞

冒一
＞
＝

＞
国
国

＞
畠
＞
|
畠
目
｜

’
＞
＞
＞
＞
|
＞
|
＞
＞

＞
＞
＞
＞
＞
＞

＞
＞

＞
＞

＝
＞

＞
＞

r
～
ト
ー
‐

雪
雪

峠Ｅ

一ｍ
いつ－『一

寺、１国命

卜一
‐
霊
‐

雪
|雪
雷
|寓
|閏
|露

認
|麗

雪
露
|房
、中

［つ１国『

陰
、吟

いめ
トめ
↑師
ト”
割
9
鴎
|露

半
やゆ
今の

雪
|巴
ご
|白
臼

嵩
|圏
埠閤
房
|鳶
|鳶

嵩
|高

扇|国
園

己
呈尋一一



、
O
フ
ヨ
四

今 画 １ ｍ ↑

一 一 逢 一 へ
蜥 閏 韻 庄 什 升 耀 郡 葱 ． 壷 卦 １ 冊 三

引
認
|弓

ご
'二

｡ ｰ
望
望

、 閏
句 闇

『 、
認
|認
『 、
『 の
司 句

１ １
へ ●
『 可
司 函
『 鞆
『 函
司 薗
司 障
『 閏
司 騨
割 痔
己
己
己

『 つ
望

『 閏
』 四
雷
|縄
縄
宙
堂 国
望
弓
|弓

■
■
■

学 、
震
|雷
』 、
』 の
』 の
》 、
函 の
詔
|震
塁

画
畠
自
目
畠
巨
国

畠
畠

目
目

畠
|
目
畠
畠
目
目

臣
目

胃
目

畠
畠
目
目
畠
臣
国
|
国
胃
畠

＝
＝
畠

’ 一 一

目
畠
|畠
畠
畠

＝
目

＜
畠

畠
＜

三
三
胃 く
目 く
三
二
畠

=
=

＜

で 、 盛 ｝ 盲

』 ｏ つ 』~ ~
ヨ Ｏ 壷 司

司 り 、 垣

ヨ ｏ 『 餌

』 ● つ 』

当 ● 、 垣

割 ０ 壷 』

『 ● の 垣

『 ０ 』 』

『 。 函 ↑

『 、 、 』

『 。 、 朝

『 Ｄ ヨ つ

ヨ ● 『 函

』 ■ ・ 轡

Ｅ
』 り つ 学

固 い Ｈ に

劃 ● 、 垣

『 ● 』 ⑰

司 り 』 垣

↓ Ｂ 司 句

当 ■ 』 可

『 ● 『 可

ヨ ロ ヨ 垣

『 Ｄ ヨ ヨ

『 、 『 』

》 ● ・ 垣

包 。 の ］

』 、 函 』

司 り 司 句

』 ６ つ 空

』 ● 今 芦

』 ｏ ＠ ｍ

司 り 』 《

当 り 』 《

』 Ｕ ・ 劃

↓ ｏ 垣 『

『 ｏ 』 垣

『 Ｃ 垣 句

『 ● ② 、

『 ● の 、

訶 砥 （ 鐘 ）

岸 些 》
陸
』 間

届 一
旨 営 」
僅
句 』

胃 ｝ 》

岸 《 』

］ つ 句
陰
』 一

」 つ 『

』 》 つ
程
|堂

《 函
、 函

可 一
ご
四 垣

雪
|念

認
|
引
邑
、 垣
田
|器
函 垂

、 《
望
色

豊
|圏
ご
|認
酉 切

悼 今
今 、 ~
堂
|詔

『 、
『 』
弓
忠
路

全
↑ 』

１ コ
○ 卜

窟 』
《 ①
学 垣

ゴ ー
函 、

〈 陸 壹
し
し
、
P

○
○
'
し

○
口

○
'し
し

し
○

し
口

P
し

し

表
○
○
○
○
P

し
'
し

し
し

○
○
○

○
し

○
○

し
し

し
○

し
○

し
P
P
し

○
○
'
し

P
霧
P

○
伝

口
○

○
'○
口
口

し
し
○

○
○

○
口

P

琴
○

○
○

○
○

○
口

○
○
P

○
○
し

い
し

雲
○

'○
し

し ’
、 一 》 ｝ 芋
蚤
騒
騒

誉
’

1
1

.●

毒
|ミ
曇

古 一 強 い も

． ● 亀

筒 Ｈ 隠 ゆ 同

奇 一 強 の 。

曇
曇
曇

墨
曇
｝ 二 一 い 言 包

古 半 言 命
塁

墨
含 一 強 め で 。 ↓

芸 讐 ｝ 華
塁
曇

ﾐ’
曇

塁
↓ 半 琶 部
曇
曇
曇
一 一 ご 彗 円 乱

眉
塁
シ ニ い 三 勺

奇 含 割 ン 〉 ｝ 華 勺

ル ヱ 斗 叫
塁
塁

奇 ・ 言 到 シ 》 』 竜

ゾ
ノ
J

メ ー
＋
、
4
1

↓ 一 や の 己 。 ↓

拙 訊 」 〕

一 一 吾 些 籠 や

鼓
÷

･
･

･
･

口
’

’
’

蔵

琴
l
垂

＝
＝
|
垂
|
＝
|
垂
|
垂
垂
|
琴

=|
垂

華
|
＝

＝
＝
|
垂

＝
|
＝
|
琴
|
＝
鐸 壼 雪 善 一 雪

評
琴
|
＝
|
＝

声
平
|
琴

=|
毒
|=
|=
|蟇

=|
蟇
|＝

亘
時
軍

’
言

l
l
I

一
一
一
一
一
J

蕊|
豊

唱
篝
講
塁
号

逵
遥
彗
菩＝

誉i震
’

一
＝

農
’

’
蕊
妻 彗 ‐ 秤 言 草 簔

雪’
罫 堯 篝 ！ 華 雲 》 雪 雲

妻 堯 ‐ 祥 薑 草 薑

妻 壽 ‐ 祥 薑 草 篝 慧 恐国 陰 Ｉ

’
薑

哩 一
雲 一
鑿 ＝

薑 一 参 蜜 》

ニ
ー
ミ
ト
拝

妻 堯 ‐ 鑿 茎 雪

言 菱 ‐ 祥 言 草 篝 笥 豊

’
〕 ご 〕 彗 堯

皆 剥 謂 留 岬 雲

鑿 与
罫

雪 雲

鮴
１ １
○ ○

一 一 罠 函 罠~
薑 』 』

畔 沖
晨|
言|
言|
畳|
官

憎
際
画 、 閏

薑 、 画

薑 、 ②

ｌ 障 回 吟

‐ に 回 向

‐ ‐ に 回 Ｈ

１ 吟 回 匡

‐ 障 回 厘

函 『 つ
巨居
|言
|農
園雷
|言

景
僖
層
雲 』 岸 ②

僖
言 『 つ

』 垣 《

」 ぬ 印

雪 』 』 ↓

一 一

儂
雪 垣 切

二 一 ｍ

僧
》 軍 学

僖
学 《 つ

》 一 画

陰
画 句 』

屋
|胃
|蕾
|胃
|目

悟
Ｅ
Ｅ
Ｅ
画 画 ②

』 垣 司



淵
｜’

’

|割【
ぬ
》

膜
億
つ恒臺

憎
い唖“

ぬ唖困
冒
|蔦

鳫
函匂命

昌
・｛）鈴

~陰 Ｆ唖的
~
ぬい〔》

~
ぬい〔》

◇ぬ園

守の雲

めい雲

唖句「

ぬい言

函》ぬ

句吟函

守句宛

●壷め

の［雲

●いめ

“

-
＝

唖匂雲 ~
ママ寺

’

鳫
函④銅

吟討二一

＠国『雲
屑
、ゆめ

函＠ぬ
層

寺ゆめ

●卜範
愼
膓
トむめ

［辱め

守むめ

函やめ

~
めむ雲

豊|胃|員|胃
『↑ぬ

唖卜嘩

~
マト”

の（駒

唖↑函
一一

’

｜塞蓉母君Ｅ干篝 ~~~~~~~~~~~~~~~~~ ~

’
琴誉蕾津や翼雪簔言急

蓑１三重

謁雫｛套篝簔蓋

雲琴・篝衰

~~

雪僖皇〉琶壷饗雪雲》

榊
心一一）伊壼雪窪〉暑〉“二罰辛辛

窯

二園

一言竈塁亜害毒三

雲峠陰陰曄

葛雲雲養

（・、壽画）塞套今季零１◆菫簔菫

｛舗蓑念識喜

｜痔塞琴匡

害一竪琴《蓉

‐Ｉ‐ｌ‐ｌ陰唾峠

塞潭冒言簔註

霊譽惹堂
属

遷

’
簔吾〔吾（

二齢・詮Ⅷ

医縢陣

二弱寡

一心雑

一
■

毎
’

’

｜’

1
’

’
|’

｜’
垣

’

ま

と寺零三毛壼

竈星

準一琴褥毒
毒
垂

鳶|雲|雫|‐
竺麺蕊|＝

~ 霊裏墓

1

塁F
＜

嘉
垂

菫
１塁川暴

毒零畳雲

霊

蔓
|＝

毒
|雪
|=|垂
|
|＝

垂
…
！
…
1
声
l
＝

垂
＝

毒
毒
|
＝

I

’
騨琿

↑。（］功群千一

↑・Ｑｍ群↑↑

寺へ〈く庁苓』

●Ｑ吻森へ）へ言

↑串》辛辛

↑申一キー

↑牢唇尋キー

↑トー蔵》

↑二川二く

色め群●一幸
言團驚

↑｝咋一

_
|
列

~
Ｉトトドレ

↑坪一三

一らへ《

G
o
I
G
。

串尋串↑

申二十季
’

串毎十一

トー武礎

トー武碑
薯

謹一
蓄
|誉
薯

醤
醤
|蓄
醤

醤
薯
|曹
|曹

醤
薯
蕃
鱈

醤
|曹
|曹
雷

雷
|雷
|蕃

三
命）狐ｌ特逗壊唱熟特判ヨ馬１国偶

'○
’

雲
○
'○

○

墨
○

○
○
○
|
q

○
○

○
勺

可
○

毒
○

○
'○
q
q

q
○

○
○

句
q
l
l
q
句
○
○

○
○
○

勺
○

筆
○
○
ぐ

○
○
勺
q
○
○
○
q

○
○
'
○
旬
○
ぐ
'
○
○

○
可
可

○
○
|
q
句
○

岳和〉
○

○
○

○
ぐ

○
○

○
○

○
q
q
l
q

やめ
●卜
●ぬ
●ぬ
邑冒

函④
飼い
唖”

Ｅ
命廻
昭
|寓
やむ
やマ

言|等|寺|＄
話

守寺
認
|園

函範『

国困
「園目

唖斡
卜嗣
ゆめ
つ。［

一ｍ
函困

寺
|忠

［卜
電守

（）命

（９）釦嶢

守つ『

壺中
め錨「

弓
|露
園
めつ［

唖め
鈴守

詞
寺寺

の、
めつ胃

困唖
・ぬ

［ぬ
句唖
今尋
雪一

ユウ、ユ

ｃｍｏ卜

四ｍ・↑

函一・函

↑つ・唖

~
卜、の卜

↑句・卜

ぬト・卜

④ｍｏＦ

つ、。↑

Ｅ
いつ。函

四ｍ。↑

Ｅ
や［・函

句銅。卜

甸句・卜

唖。Ｕ函

四画０画

めい。⑭

④寺。卜

④卜。卜

唖卜。卜

奇函・卜

罫ド

ママ。卜

寺ｃ・函

吟Ｆ・↑

中卜。↑

匂い・卜

［車。卜

寺”ｏ↑

【範・卜

●［・卜

萄酎ｏ卜

唖寺。卜

鴬
四Ｆ・卜

酎唖。卜

めゃ・卜

飼い。↑

マト。↑

吟寺。↑

●一・↑

~
つむ●卜

唖鈴・卜

垣『・卜

ぬむ・卜

Ｅ
函卜・卜

唖やｏ卜
ぬい

迦
≧

≧
童

≧
≧

≧
＞目

芦
匡

>|＞
|＞
|＞
|＞
|＞

＞
＞
＞
|
＞
＞
＞
＞

＞
＞

＞
＞
＞

＞
＞

＞
＞

＞
|
＞
＞
＞
＞

＞
＞
＞
＞

＞
＞

＞
＞
＞

＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞

＞
＞
＞

~ド 吟卜
卜函

員
邉

’
守今ｌ菌や

9
I
s’

|雲 雲
’

屋|爵|鶏|篤’

卜
斡

国”

の
的

の
命

④車１劃一

ト
ト
［
～

‐
‐
⑤

句、
垣韓
＠や

いつ
禺
|圏
卜国
届

卜や
唖函

卜、
④④Ｉ「④

函、
唖つ

可・Ｉ射ぬ

山車
垣壺
↑》

吟◇
のつ
垣つ

|冨
男

や一
④つ
いつ
いつ‐
垣今
↑。
唖［
田
里
雲
里
冨
嵩
|圏
卜国

の”
二語一一弓

’~
~
~

~
~
~

~
~
~
~



團 昌 固 罰

司 蒔 ｌ 《 印

顎崖 薑
’
圓 園 四 目 図 画』 骨 １ つ ④

ｰ

澤 輩 室

澪
』 函 ｌ ・ の

洲 置 １ ＄ 圧 什 升 堆 郡 蕊 ． 郵 汁 ｌ 川 重

薑
一 》 》 半

|望望
の 画

望
認
|認
印 璽
印 画

③ 》
、 四
句 』

程
望
望
可 学

切 四
、 《
忠
塁
印 璽
、 四
、 四

、 函
田
|田
、 四
④ 酉
、 函
、 函
、 碑
句 碑
印 可
望
望

、 四
、 餌
、 印
、 鞆

『 酉
劃 四
『 つ

↓ 《
司 竺
墓

『 可
当 函
司 餉

司 切
四 ｍ

＜
＜

＜
＜

＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜

舅
＜

＜
＜
＜

＝
=
＜
＜

菖
＜

＜
＜
＜
＜
＜
く
＜
＜

＜
＜
＜
＜
＜

＜
＜

＜
＜
＜

＜
I

＜
＜
＜
＜

＜
＜

＜
＜
＜

で 、 ぐ て

ヨ ● ヨ 』

『 ０ ， つ

『 ・ の 垣

『 Ｄ 司 司

当 り 一 切

料 理
斜 望

当 ｏ 《 』

『
､J
|;
-J

墓
|認

『 ■ ↓ 、

司 り 四 割

『 、 四 ｍ

当 ● 四 垣

『 Ｏ 』 今

『 ● 《 、

司 り 函 』

『 ● 、 鱈

『 ● 『 つ

司 り 切 垣

『 。 《 空

司 ● ら ］

「 ● 《 つ

割 ● 鞆 岸

層
司 ０ ｍ つ

ヨ ● 壷 つ

『 ● 画 『

『 ｏ ｍ 『

ヨ ０ 句 垣

司 り 、 つ

『 。 《 』

『 ● 轡 、

司 り 切 四

『 。 ｍ 今

ざ Ｄ ｍ つ

↓ ● 画 。

ヨ ● の 四

Ｅ ‐

『 。 『 。

司 り 『 今

『 ● 』 ②

『 ● 切 司

『 ● 切 函

割 り ⑫ 『

『 ｏ 印 可

ヨ ● 四 ｍ

『 。 》 今

』 ０ ヨ ョ

率 畦 （ Ｂ ）

』 』 ヨ

一 ． 些 垣

］ 儀 函 つ

』 つ 、

』 岸 間

』 崖 画

｝ 一 つ

』 毎 つ

一 ｍ
《 『

一 一
、 つ

切 画
今 割

③ 』
《 』
司 函
倉
鷺
|笛
、 つ
印 つ

」 印
一 切

臼
》 『
四 鞆
句 』

轡 壺
ム ー

《 つ
《 学
今 今

句 つ
一 ｍ

空 ②
《 》

垣 句
空 包

鞆 印
騨 骨

畳 」
全
轡 つ

霊
『 』

函 司
》 ②
》 、

函 ②
』 つ
四 閏
」 岸

》 の
『 句

旨

僅 晨 農

念
彗

○
○

し
○
○
○
○
P
P

○
○
P

○
P
P

○
○
○
○
○
○
○
し

○
○
P

し
し
P

し
○

口

○
し

し
P

○
○
○
○

○
し

○
○
'○

○
○
○
○
○

○
P

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○

○
○

○

○
○
○
○

○
○

○
'し

○
○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
口

○
○
○

○
○
○

P

し
口

○
し
口

○
○

P
し

口
し
P

○
○

し

蕊
○

髻 普 尋 半 蔚 心

塁
曇
蕊

舜 辮 華 や

含 半 壁 巾 包

蕊
|墨
蕊
古 壬 笠 い で 。 勺

蕊
塁
|曇
塁
含 半 一 命

愚
含 半 一 部

一 一 Ｊ 勺

蕊
古 や 琶 嗣 田

蕊
蕊
曇
曇
含 寺

斗 い 一 一 一 必 や

＞ 背 ～ 竿
塁

華 舞 キ 印
蕊
曇
↓ 半 竜 記
蕊
曇
層
坐 ヱ 一 斗
蕊
蕊

へ 一 昔 勺

昔 一 詮 切 で 。 旬

一 一 勺

シ 》 ｝ 辛 心

こ ー 【
l

＝

曇
曇
昔 一 強 め 石 ● 『

曇
坐 罫 一 斗

毒 許 Ｐ 『

含 半 電 部

坐 蕊 ↓ 訓
遊 戯

強 め で
｡
。

･
･

･
つ

･
つ

蟇|
蕊|
毒'
零

奮 臣 害 ！

華

華'
筈|
蟇
霊 勺
華 （ 毒 勺 ）

＝
華
雪 い き ！

＝
＝
雪 惑

琴

=|
垂
|雪
'零
|垂

琴

霞
|垂

雲 包
壼 勺

琴 ~
琴 去

琴 幸

管|
‐

垂
評

垂
鶯

薑
雲 富

露
詩

哩 一

~
薑 蕊 墨 Ｊ 垂 壽 な薑 蕊 塁 Ｊ 垂 壽 な

霧
鍔 一 言 雲 Ｊ づ ふ

毒
守 署

蹟
ヰ
ュ

雲 f－
4

屋

量 い 琴

客 蕊 菱 ・ 竺 冨 曇 ｕ 甘 美

講 堂 零 煮 ぎ ぎ

輌 壽
謡 一 一 一

雲
〕 》 〕 善 堯

〕 善 ］ ご 霊

〕 善 〕 ご 莞

〕 》 当 彗 堯

》 《 鍾 謡

Ｎ 』 』 』 崖

Ｕ － ハ 琴

妻 謡
鳶嘩 障 陰 層 崖

識 》 善
薑
蟇 ． 誉

寺 蔭

〕 ご 〕 彗 堯

〕 ご 〕 彗 堯

〕 ご 〕 》 篝

＝ 鐘
ぺ 零

鷺
率 鑿

一 一
〈 ず 塞 彗 （ 一 群 ）

皆 閻 》 謡 、 飾 雲

壷
一 一

善

雪 雲

雌
１ １
０ ヘ

鬮
肩
一 一 ② 、

陰
今 切 函

彗 岸 四 。

一 二 つ 《~
四 畳 垣

一 一 岸 ・ 凶

＝ ＝ ヨ

＝ ＝ ｰ ‐ ｰ
陰
陰
《 句 の

畠
|畠

陰
陰
《 宰 廻

《 』 今

《 』 空

《 』 』

鼻 、 函

』 切 函

《 壷 司

一 ｍ 』

《 』 』

今 垣 些

』 ② 函

自
今 垣 」

陰
一 四 一

《 』 の

《 』 つ

』 の つ~
』 包 垂

倉
|患

一 ｍ 四~
《 』 間
信
今 垣 、

僧
竺 司 の

』 司 哩

《 『 閏

Ｅ
今 『 畠

《 、 垣

《 ぬ 『

《 ④ 、

曇 坦 坦

《 ヨ ヨ

《 跨 罠

』 』 ぬ
’



～
］
～
］
｡
~
1
⑫

謡|
霧

童|
童|
食|
童|
畠|
園|
§

亀|
含|
引曽

句 碑 ’ 四 ｍ

一 一 唾 云
酬 閏 ｌ 路 匪 什 升 唯 鄙 葱 ． 霞 升 Ｉ 蹄 三

『 Ｊ 可 ．

一 ○

『 ８ 口 ~ 可 ’

一 ○
三
'三
塁
|忍
|認
|弓

麓
|詔
|食
今 司

引
誤

忠
|雷
劃
ら
斗

『 釦
句 可
、 函
窪
|
望
量
、 》
函 》
、 』~
、 ［ ｝
田
望
切 雷

② 」 ．

○
1
－

望
|全
全
|閨

望
望

言
|＜

三
'
三
君

三
畠
ー E
＝
弓

自 一
畠

君
'二

耐
＜
＜

＜
＜

＜
＜
＜
＜

＜
＜
＜
＜

＜
|
＜

＜
＜

＜
|
＜

＜
＜
|
＜
＜
＜

＜
＜

＜
＜

＜
＜
＜
＜
|
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜

＜
＜

で 、 盛 」 盲

●
1
m

畠|
畠|
昌

眉 陣

『 ０ ｍ 』

Ｅ
包 り 字 句

包 り 跨 一

ヨ Ｏ 』 朝

１ １ １

一 ｏ ・ ・

Ｅ
『 。 』 《

ヨ 。 句 邑

割 ０ 博 塵

司 ｏ 寧 垣

冒
包 。 ｍ 《

『 ｃ 司 の

』 ０ 轡 。

』 Ｄ 岸 字

』 。 』 閏

ヨ 。 の 今~ ~

』 ０ 陣 つ

僧
』 、 卸 つ

僖
壺 、 切 今

当 ｏ 切 昌

』 ０ 閲 つ

、 ゞ 、 』 ヨ

司 り 、 閏

『 。 』 『

『 。 包 句~
』 ● 』 句

『 。 』 の

ｰ ● 壁

ヨ 。 ｍ 垣

ヨ 。 画 可

諏 低 （ 垂 ）
ﾐ翌
|窟
|縄
|旨
|農
|雪
|畠

陰
画 『 。

に
』 《 、

」 つ 。~
］ 」 今

蚤
蚤

』 」 《
旨 』

』 』 切

騨 句

、 つ

岸 轡 、
誤
|屋
|星

一 。 学~
司 学

《 閏
《 つ

一 一
S
I
9
|
全
|
雪
|
f
g
l
a

』 『
震
|望
④ 函

》 可
忠
縄

、 ~
司

一

、 』
函 』

崖
|顎
国
|臼

酌 』
認
可 』

』 つ
、

○’
〈 畦 言

○
○
'○

○
○
○
'し

○
P

○
'
し

○
○
'○
○

○
○

し
し

○
し

P
い
し

○
○
○
'
○

○
○
○
○
○
'
○
○
○

○
妻

○
○

○
'
○
○
'
○

○
○
○
'○
P
○

○
'○
'○
○
○
○
'
○
P

P
○
○

口’
蕊

○
○
○
'○
|口

○
'○

○
口

○
○

○
○
'○
○

○
○

○
○

P

篝
○

P
○
’

’
’
○
｜
し

○
P
P

.､
ol

雲
○

し
し

ト レ ド ト 時 Ｉ 間 Ｉ ‐

者 寺 笠 い で ｏ や

き 一 塞 い で 。 『
障雫
蔦

鑿
|塁
妄 一 い －

一 一 〉 当 辛

ー

曇
量

ン 一 い －~
シ ニ い －

塁
曇
|引
童
|曇
|塁
蕊
|蕊
目
塁
量

ﾐ煮
｜
、
蕾

r
制

･-
●

塁
塁
シ 一 い 》

含 ↓ 華 い つ 。

● 隼 も

含 弐 争 い で ｏ や

き 令 邑 や

一 、 魁 ｒ

含 一 ， 塞 い で 。 勺

テ ー ヘ 到 望 勺

《 丑 ↓ 訓

一 「 到 竺
蕊

謹 隷

｡
C
|
･
･
で 。 勺

･
つ

1
1
豆
一

･
･

暦 ｌ ｌ ｌ ｌ

垂
雲 三 雲

彗 圭 ↓

奎 一 垂 ｌ 暑

琴
琴
彗 い き ↓

雲
壼 雲 誉 い き

癖 １ １ １ １

琴 一 審
萱
＝
＝
L

薑 菫 雪

害 唇 一 奮 い 吉 ！

華
|
＝

華

雲
霞
|鬘
|=
|苛
春 色 ‐ 害~ ~

き い 宮

垂

華
'零
|華
|茎

雲
華
'
華

菫 雪 ･
･

華
一 二 Ｊ 誌 琴

雪 盲 一 毒 雄 一

華

１ － 割
~

Ⅱ
l
l

i
= 筐 |＝

’
皆｜ ｜ご ｜墨

1

篝

雪 蟇 誉 辱 妻 巽 ）

慧 窪 一

〕 彗 耳 善 堯

〕 》 〕 》 堯 函 李 彗 く ま Ｊ ご 曇

一 害 一 一

浄 子 》 一

陰 暦 崖 ｌ

藷 子 》 一 ク 雪 》 三

翠 姜 率 要 員 ｕ ご 美

毒 碧 一

》 》 隈 一 一

篝
雪 雲 〃 誇 暑 雪 奏 雪 壺

串 陣 唇 〆 〕 》 〕 》 壽

雲 ご 皇 室 墨 ｕ ご 美

雲 簔 ｕ ご 美

雨 一 》 唇 匡 心 岬 一 一 （ 一 一 呼

菫 雪 う ふ 辛 達 義 黒 ・ 要 》 ｜

〕 ゴ 〕 彗 壽 癖 字 塞 垂 ~ 恥 巷 Ｊ づ ふ

〕 》 ］ 彗 堯 ” 宮 一 一 涜 垂 い 書 』 （ 客 か

〕 卦 〕 彗 簔

壷 一
誕 塞
妻 雪 琴 》 ｜

菫 些 雲 一 も

罰 蓋 芸 当 墨 彗 慧 聲

~ 塞 冨 舎 簔 壽 菫 辱

壽 堯 彗 や ‐ 琴 垂 一 雪 雲

瀧 〈 篝 彗 藝

一 雪 一 誌 一 一 一 ● 恥 匡 唇 一 恥 琴 Ｊ ベ ー ー 哩

蓋

畠
|霊
割
営
|畠
|豊
|畠
|冨
壼
|割
圭
|割
畠
信
|華

蟇
|言
|言
竈
|蟇
|ﾐ
'三
|言
|ま
|壼
誇
言
|冒
|畠
|量
|誌
|ﾐ
冒
言
畠
|言
|言

騨 碓

ー
ー

割
邑
|畠
|言
|ﾐ
|畠
|誰
|鼠



虹忍路5遺跡

7 ま と め

今回の調査は道路工事に伴うものであるため，調査区自体が段丘の縁に沿った線状で， しかも大半

が撹乱を受けていた。従って，確認し得たのは忍路5遺跡のごく一部分に過ぎない。 しかし， この地

点において少なくとも縄文時代中期から現代まで，綿々と人類の営みが続けられていることは確かで

ある。殊に縄文時代晩期と続縄文時代恵山期の資料を確認したことは，種吉沢川の上手にあたる忍路

土場遺跡（縄文時代後期の鯆澗式が主体） と，下手にあたるチブタシナイ遺跡（続縄文時代の後北C2･

，期から擦文時代前期が主体）などとをつなぐ遺跡の立地という観点からも，意義深いものがあると

いえよう。

今回の調査区は大きく三つの地点に分かれている。一つは00区から51, 52区にかけての標高10mを

超える段丘面である。 この地点は土器の項でも触れたとおり，水田造成および畑の耕作により全体が

撹乱されているが， 出土した土器は全て縄文時代晩期のもので，本来は該期の包含層が存在していた

ことを示している。

二地点目は， 81区から11･1区にみられる標高9～10mにあたる低位の段丘面である。81区の部分は

残念ながら耕作のために包含層が失われていたが, 10．1区, 11･1区にかけては良好に残されており，

遺構を確認することができた。 3基の小ピットは， いずれも遺物を伴っていないため時期の特定は困

難であるが，周辺の遺物出土状況からして縄文時代晩期から続縄文時代恵山期の間に帰属するものと

考えられる。 また，剥片集中地点についても同様時期の資料と思われる。

三地点目が標高9m未満の低地部分である。この部分は更に西湾(21区～42区）と東湾(61区～11~・

2区)とに分かれている。西湾は，蘭島川の河川堆積物と思われるⅢ層とV層とによって撹乱されてお

り， その間に流れ込みの黒色土がみられる。遺物は縄文時代後期を中心に縄文時代中期から近・現代

までのものがほとんど混在して出土している。東湾では， 72区， 82区を中心にV層の下位に種吉沢川

の運搬堆積物と思われるⅦ層がみられる。本層は前述した崩落事故のために全容を捉えきれてはいな

い力ざ，後代のⅢ層とV層による撹乱を受けておらず，比較的安定した状態で発掘区の北側に広がって

いるものと思われる。なお，層序の項でも述べたようにⅧa層は忍路土場遺跡C地区のⅣ層に相当す

るものと考えている。

低地部分の遺物分布状態をみると，Ⅶ層では出土範囲は62区から82区に限られ，時期的には縄文時

代中期の円筒上層式d併行のものと天神山式， 同後期の鯲澗式が出土している。Ⅵ･V層では, 62区

から82区に集中する傾向があり，縄文時代中期から近・現代までのものが混在してみられる。これに

対しⅣ． Ⅱ層では, 61区, 62区に集中する傾向がある。すなわち，本来低位の段丘上に存在した包含

層が，河川の氾濫などの影響によって押し流され， 62区から82区にかけて溜ったものと思われる。

木製品類および自然木は総計で551点が出土している。木製品の項で記したように, C14年代を測定

した2点は， いずれも明治，大正期のものではないかとの中間報告力罰出されている。 したがって，他

の木製品類および自然木も，開拓期の遺物である可能性力欝強ぃ。

樹種別の用途を表40に示した｡図番3の鋤状木製品はクリ材であるが, 「日本の遺跡出土木製品総覧」

（島地， ・伊東1988)によれば， えぶり，鋤，鍬などに用いられている樹種は，大半がブナ科のもので，

中でもコナラ属アカガシ亜属が88.1％を占めている。北海道の場合アカガシ亜属のイチイガシ， アカ

ガシなどは自生していないため，材の特徴（重く極めて堅い）が似通っているブナ科のクリ材が選ば

れたものであろう。図番4の柄は，ヤナギ科の材を用いている。前出書によれば，柄の材は極めて雑

多であるが，人々の身近にあって，軽軟で，折れやすくても柔軟なものが選ばれており，本地点でも

っとも普通にみられるヤナギ科の材力罫柄として用いられているのも自然な選択といえよう。ただ，道
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内の開拓期の資料にはこうした形態の農具は知られておらず,現時点では鋤と即断することはできない。

板材は，木製品の項で述べたようにヤチダモ， ミズナラを主に利用している。 これらの板材の多く

は建築材の一部と考えられるが，図番24.25のように作業台的に使用したと思われる例もある。なお，

板材としたものの中には， より古い時期の資料が含まれている可能性力:ある。

弓状枝は，猟具としての弓とは考えられない力ざ， こうした湾曲をもつものは2例だけである。

縦割材は16点出土しているが，ヤチダモとミズナラが各3点あるほかは， いずれも樹種ｶｺ異なって

おり，特に樹種を選択しているとは思われない。図番32は鋤状木製品と一括で出土した資料であるが，

樹種はミズキであり， この樹種は他には出土していない。

杭状材は41点で，縦割材同様に樹種を選択している様子はない。切断方法の差異は，対象の太さに

よるものであろう。 これらの大半は利用材と考えるより，枝払いをされて低地部分に投げ込まれたも

のと思われる。

表Ⅲ－40 出土木製品類，樹木樹種別用途一覧
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